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は
じ
め
に

梁
啓
超
は
政
治
家
や
思
想
家
や
学
者
と
し
て
国
内
外
に
お
い
て
は
名
を
馳

せ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
新
聞
記
者
と
し
て
も
近
代
中
国
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
。
と
く
に
、
一
八
九
八
年
十
月
に
日
本
に
亡
命
し
て
か
ら
一
九
一
二

年
十
月
に
帰
国
す
る
ま
で
足
掛
け
十
五
年
間
の
間
に
、
彼
は
日
本
を
拠
点
に

『
清
議
報
』
『
新
民
叢
報
』
な
ど
を
発
行
し
た
り
日
本
の
雑
誌
に
記
事
を
登
載

し
た
り
す
る
一
連
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
通
じ
て
、
大
隈
重
信
、
陸
実
、

志
賀
重
昂
、
徳
富
蘇
峰
な
ど
と
い
っ
た
日
本
の
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

関
連
す
る
記
事
が
大
量
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
梁
啓
超
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
記
事
が
報
道
さ
れ
た
の
か
、
日

本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
記
事
か
ら
窺
え
る
梁
啓
超
の
人
物
像
は
、
彼
自

身
と
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
距
離
が
あ
る
の
か
な
ど
を
解
明
す
る
の
は
、
日
本
に

お
け
る
梁
啓
超
像
に
関
す
る
研
究
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
と
考
え
る
。

梁
啓
超
と
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
お

い
て
は
、
ま
ず
王
暁
秋
の
『
近
代
中
日
関
係
史
研
究
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版

社
、
一
九
九
七
年
）
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
の
「
戊
戌

維
新
与
日
本
的
関
係
」
と
い
う
一
節
で
は
、
戊
戌
変
法
前
後
の
日
本
の
各
新

聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
に
基
づ
い
て
、
日
本
の
言
論
界
の
戊
戌
変
法
に

対
す
る
反
応
を
考
察
し
た
結
果
、
日
本
の
新
聞
は
中
国
の
戊
戌
変
法
に
対
し

て
懐
疑
心
と
野
心
を
同
時
に
有
し
て
お
り
、
康
有
為
・
梁
啓
超
な
ど
を
代
表

と
す
る
維
新
派
よ
り
張
之
洞
ら
の
地
方
実
力
派
を
重
視
す
る
と
述
べ
て
い
た
。

（
１
）

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
、
志
村
寿
子
と
斎
藤
泰
治
に
よ
る
研
究
に
言
及
す

る
必
要
が
あ
る
。
志
村
寿
子
の
研
究
は
「
戊
戌
変
法
と
日
本
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
明
治
期
の
新
聞
記
事
に
基
づ
い
て
、
明
治
初
年
以
来
の
日
本
の
大
陸
観

の
推
移
と
清
国
の
改
革
運
動
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
、
概
説
に
終
始
し
て
お

り
、
斎
藤
泰
治
の
研
究
は
主
に
新
聞
記
事
に
基
づ
い
た
戊
戌
変
法
と
政
変
後

の
康
有
為
の
動
静
に
絞
ら
れ
、
康
有
為
、
梁
啓
超
を
代
表
と
す
る
改
革
派
に

つ
い
て
は
少
し
触
れ
る
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
２
）

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
先

行
研
究
は
戊
戌
変
法
前
後
の
記
事
だ
け
に
注
目
し
、
ほ
か
の
時
期
に
掲
示
さ

れ
た
梁
啓
超
に
関
連
す
る
記
事
に
は
あ
ま
り
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
上
に
、

梁
啓
超
一
人
に
絞
っ
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
こ
の
二
点
に

着
目
し
て
更
な
る
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
問
題
点
を
考
慮
し
、
本
稿
で
は
分
析
対
象
を
明
治
か
ら
第
二
次
世

界
大
戦
終
了
ま
で
の
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
に
お
け
る
梁
啓
超
に

関
す
る
記
事
に
絞
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
選
択
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
明
治

張

　淑
君

戦
前
の
新
聞
に
見
ら
れ
る
梁
啓
超
像
に
つ
い
て

                      

―
『
朝
日
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』
を
中
心
に
―
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期
に
小
新
聞
と
し
て
登
場
し
後
に
大
成
功
を
収
め
た
新
聞
を
取
り
上
げ
て
、

梁
啓
超
に
対
す
る
よ
り
大
衆
的
な
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
も

う
一
つ
の
理
由
は
、
い
ず
れ
の
新
聞
も
、
『
朝
日
新
聞
』
は
「
聞
藏
Ⅱ
ビ
ジ
ュ

ア
ル
」
と
し
て
、
『
読
売
新
聞
』
は
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
と
し
て
創
刊
か

ら
現
在
ま
で
の
記
事
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
関
係
す

る
記
事
を
効
率
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま

え
て
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
梁
啓
超
関
連
記
事
を
収
集
し
整
理
し
た
う
え

で
、
梁
啓
超
個
人
の
生
涯
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
時
期
を
分
け
て
こ
れ
ら
の

記
事
の
内
容
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新

聞
』
と
い
っ
た
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
梁
啓
超
を
報
道
し
て
い
た
か
、

各
新
聞
に
お
い
て
梁
啓
超
の
人
生
の
境
遇
の
変
化
に
伴
っ
て
そ
の
報
道
に
は

ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
の
か
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
か
ら
ど

の
よ
う
な
梁
啓
超
の
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
る
の
か
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、

明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
、『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
に
つ
い
て

『
朝
日
新
聞
』
は
、
一
八
七
九
年
一
月
二
十
五
日
に
木
村
平
八
、
木
村
騰
父

子
二
人
に
よ
り
大
阪
府
で
創
刊
さ
れ
、
朝
日
新
聞
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
全

国
紙
で
あ
り
、
現
在
そ
の
販
売
部
数
は
『
読
売
新
聞
』
に
次
ぎ
日
本
国
内
第

二
位
で
あ
る
。
「
朝
日
」
の
命
名
は
「
旭
日
昇
天 

万
象
惟
明
」
に
由
来
し
、

初
代
の
主
幹
で
あ
っ
た
津
田
貞
の
「
毎
朝
、
早
く
配
達
さ
れ
、
何
よ
り
も
早

く
人
が
手
に
す
る
も
の
」
と
い
う
提
案
に
よ
る
。
一
八
八
八
年
七
月
十
日
、『
東

京
朝
日
新
聞
』
が
創
刊
さ
れ
、
そ
の
翌
年
一
月
か
ら
、
大
阪
府
で
『
大
阪
朝

日
新
聞
』
が
発
刊
し
た
。
一
九
一
五
年
十
月
十
日
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
初

め
て
夕
刊
を
発
刊
し
た
。
一
九
二
二
年
二
月
二
十
五
日
、
『
週
刊
朝
日
』
が
創

刊
さ
れ
た
。
一
九
三
五
年
、
九
州
支
社
と
名
古
屋
支
社
が
相
次
ぎ
設
立
さ
れ

た
。
一
九
四
〇
年
九
月
一
日
、
各
地
の
朝
日
新
聞
社
は
そ
れ
ぞ
れ
発
刊
し
た

新
聞
紙
の
紙
名
を
統
一
し
、『
朝
日
新
聞
』
と
命
名
し
た
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、

朝
日
新
聞
の
論
調
は
そ
の
時
々
の
時
代
背
景
に
応
じ
て
変
化
し
、
一
定
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
の
新
聞
通
信
調
査
会
の
調
査
で
は
、
『
朝
日
新

聞
』
は
全
国
紙
五
紙
の
中
で
は
最
も
革
新
的
論
調
と
さ
れ
て
お
り
、
『
読
売
新

聞
』
は
最
も
保
守
的
な
論
調
と
さ
れ
て
い
る
。
『
朝
日
新
聞
』
は
創
刊
し
て
か

ら
明
治
時
代
に
わ
た
っ
て
大
阪
地
域
で
最
も
著
名
な
小
新
聞
で
あ
っ
た
。
明

治
十
五
年
以
降
、
政
府
と
三
井
銀
行
か
ら
極
秘
裏
に
資
金
援
助
を
受
け
る
御

用
新
聞
と
し
て
そ
の
経
営
基
盤
を
固
め
た
。
新
聞
『
日
本
』
が
明
治
二
十
九

年
年
末
に
全
国
の
新
聞
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
『
朝
日
新

聞
』
は
進
歩
党
系
の
新
聞
に
属
し
て
い
る
。

（
３
）

日
露
戦
争
前
に
は
主
戦
論
を
展

開
し
、
日
露
講
和
に
反
対
す
る
立
場
を
示
し
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
は

憲
政
擁
護
運
動
の
一
端
を
担
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
軍
縮
を
支
持
し
、

シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
反
対
し
た
。
満
州
事
変
以
降
は
対
外
強
硬
論
を
取
る
よ
う
に

な
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
で
は
戦
争
賛
美
の
論
調
を
取
っ
た
。

『
読
売
新
聞
』
は
、
一
八
七
四
年
十
一
月
二
日
に
読
売
新
聞
社
に
よ
り
東
京

で
発
行
さ
れ
た
新
聞
で
あ
る
。
そ
の
創
設
者
は
柴
田
昌
吉
、
子
安
峻
、
本
野

盛
亨
の
三
人
で
、
「
読
売
」
二
字
は
江
戸
時
代
の
人
々
が
好
ん
で
読
ん
だ
印
刷

物
「
読
売
瓦
版
」
か
ら
取
ら
れ
た
。
発
行
所
は
東
京
都
芝
琴
平
町
に
あ
り
、

前
身
は
一
八
七
〇
年
に
横
浜
で
設
立
さ
れ
た
英
和
辞
典
の
出
版
を
行
っ
て
い
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た
「
日
就
社
」
で
あ
る
。
創
刊
号
は
わ
ず
か
二
頁
で
、
版
面
の
サ
イ
ズ
は
『
東

京
日
日
新
聞
』
の
創
刊
時
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
創
刊
時
の
印
刷
部
数
は

わ
ず
か
二
〇
〇
部
だ
っ
た
が
、
版
面
の
調
整
、
印
刷
技
術
の
改
善
、
発
行
政

策
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
部
数
は
徐
々
に
増
加
し
た
。
一
八
七
七
年
に
は
東

京
で
ト
ッ
プ
に
な
り
、
そ
の
後
、
日
本
全
国
で
発
行
部
数
の
最
も
多
い
日
刊

紙
に
成
長
し
た
。

（
４
）

小
野
秀
雄
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
創
刊
初
期
の
『
読
売
新
聞
』
は
、
東
京
で

最
も
代
表
的
な
小
新
聞
の
一
つ
で
あ
り
、
記
事
の
内
容
は
比
較
的
通
俗
的
で
、

政
治
的
な
話
題
に
は
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
読
者
層
は
主
に

社
会
の
中
下
層
階
級
、
文
学
愛
好
者
、
婦
人
を
中
心
と
し
、
「
文
学
新
聞
」
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
中
期
に
な
る
と
、
改
進
党
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
高
田
早
苗
が
主
筆
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
に
関
す
る
報

道
が
徐
々
に
増
加
し
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、

『
読
売
新
聞
』
は
依
然
と
し
て
「
文
学
新
聞
」
と
し
て
存
在
感
を
示
し
続
け
た
。

政
治
な
ど
の
報
道
に
関
し
て
は
、
日
本
国
内
で
は
二
流
や
三
流
と
さ
れ
る
程

度
の
も
の
だ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
『
読
売
新
聞
』
は
『
朝
日
新
聞
』

や
『
毎
日
新
聞
』
と
共
に
御
用
新
聞
と
し
て
、
戦
争
を
讃
美
す
る
報
道
を
行

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
５
）

『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
に
よ
る
と
、
梁
啓
超
は
早
い
時
期
に
日
本
に
か
な
り

関
心
を
寄
せ
は
じ
め
、
康
有
為
の
門
下
に
入
っ
て
万
木
草
堂
で
吉
田
松
陰
の

『
幽
室
文
稿
』
を
教
材
と
し
て
勉
強
し
た
と
い
う
。

（
６
）

の
ち
に
、
黄
遵
憲
の
『
日

本
国
志
』
や
康
有
為
の
『
日
本
書
目
誌
』
な
ど
を
通
し
て
日
本
へ
の
理
解
を
い
っ

そ
う
深
め
た
。
同
時
に
、
彼
は
折
々
に
日
本
の
記
者
や
政
治
家
な
ど
と
接
触

す
る
機
会
を
得
た
。
特
に
、
西
太
后
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
日
本
に
亡
命
し
て
以
降
、

明
治
日
本
の
新
聞
界
の
有
名
人
と
交
際
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
例
え
ば
、『
国

民
之
友
』
や
『
国
民
新
聞
』
な
ど
の
創
立
者
で
あ
る
徳
富
蘇
峰
、
日
刊
紙
『
日

本
』
の
主
宰
者
で
あ
る
陸
羯
南
、
『
日
本
人
』
の
創
立
者
志
賀
重
昂
お
よ
び
編

集
者
で
あ
る
内
藤
湖
南
な
ど
が
い
る
。

（
７
）

他
方
、
戊
戌
運
動
を
導
い
た
り
、
日

本
亡
命
後
に
、
日
本
を
拠
点
に
『
清
議
報
』『
新
民
叢
報
』
な
ど
を
発
行
し
た
り
、

帰
国
後
、
辛
亥
革
命
や
護
国
運
動
や
反
袁
運
動
な
ど
と
い
っ
た
政
治
活
動
に

大
活
躍
し
た
り
し
て
い
た
梁
啓
超
は
、
日
本
の
新
聞
や
記
者
な
ど
の
注
目
を

浴
び
た
。

筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
百
年
来
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
梁
啓

超
に
か
な
り
深
い
関
心
を
払
っ
て
い
た
。

（
８
）

そ
の
中
で
、
特
に
『
朝
日
新
聞
』

と
『
読
売
新
聞
』
二
社
に
よ
っ
て
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の

約
五
十
年
間
に
お
い
て
、
梁
啓
超
お
よ
び
そ
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
数
多

く
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。
今
日
の
日
本
に
お
け
る
梁
啓
超
研
究
に
お
い
て
は
、

彼
の
人
生
を
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
研
究
を
行
う
こ
と
が
多
い
。

（
９
）

第
一
期
（
一
八
九
〇
〜
一
八
九
八
）
一
八
九
〇
年
の
康
有
為
に
弟
子
入

り
後
、
一
八
九
八
年
の
戊
戌
変
法
ま
で
、
国
内
で
変
法
維
新
運
動
に
従

事
し
た
時
期
、
い
わ
ば
「
維
新
運
動
期
」
で
あ
る
。

第
二
期
（
一
八
九
八
〜
一
九
一
二
）
一
八
九
八
年
秋
の
日
本
亡
命
後
、

辛
亥
革
命
後
一
九
一
二
年
に
帰
国
す
る
ま
で
の
、
国
外
で
改
革
言
論
を

鼓
吹
し
た
時
期
、
い
わ
ば
「
亡
命
鼓
吹
期
」
で
あ
る
。

第
三
期
（
一
九
一
二
〜
一
九
二
〇
）
一
九
一
二
年
秋
に
帰
国
し
て
か
ら
、

一
九
二
〇
年
春
に
い
た
る
ま
で
の
、
大
臣
就
任
は
じ
め
、
実
際
政
治
に

従
事
し
た
時
期
、
い
わ
ば
「
民
国
従
政
期
」
で
あ
る
。
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第
四
期
（
一
九
二
〇
〜
一
九
二
九
）
一
九
二
〇
年
春
か
ら
逝
去
ま
で
の
、

政
界
か
ら
身
を
引
き
、
研
究
執
筆
・
教
育
研
究
に
大
車
輪
の
奮
闘
を
し

た
時
期
、
い
わ
ば
「
文
化
活
動
期
」
で
あ
る
。

本
章
で
取
り
上
げ
た
記
事
の
時
期
区
分
は
上
記
の
分
け
方
を
参
考
に
し
て
、

一
九
二
九
年
に
梁
啓
超
が
逝
去
し
て
か
ら
一
九
四
五
年
に
第
二
次
世
界
大
戦

が
終
わ
る
ま
で
の
時
期
を
第
五
期
と
し
て
、
全
部
で
五
期
に
分
け
て
新
聞
記

事
数
か
ら
時
系
列
で
報
道
の
ト
レ
ン
ド
を
把
握
し
た
い
と
思
う
。）

（（
（

戊
戌
政
変

以
前
、
梁
啓
超
関
連
記
事
に
は
『
朝
日
新
聞
』
が
五
本
あ
り
、
『
読
売
新
聞
』

が
一
本
も
な
い
。
戊
戌
政
変
か
ら
一
九
一
二
年
に
日
本
か
ら
帰
国
す
る
ま
で
、

梁
啓
超
関
連
記
事
に
は
『
朝
日
新
聞
』
が
百
七
本
あ
り
、
『
読
売
新
聞
』
が

二
十
九
本
あ
る
。
梁
啓
超
が
帰
国
し
て
か
ら
政
界
か
ら
身
を
引
く
ま
で
、
そ

の
関
連
記
事
に
は
、
『
朝
日
新
聞
』
が
五
百
二
十
八
本
あ
り
、
『
読
売
新
聞
』

が
七
十
七
本
あ
る
。
梁
啓
超
が
欧
米
よ
り
帰
国
し
て
か
ら
逝
去
す
る
ま
で
、

そ
の
関
連
記
事
に
は
、
『
朝
日
新
聞
』
が
四
十
本
あ
り
、
『
読
売
新
聞
』
が
十

本
あ
る
。
梁
啓
超
が
逝
去
し
て
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
関
連
記
事
に

は
、
『
朝
日
新
聞
』
が
二
本
あ
り
、
『
読
売
新
聞
』
が
一
本
も
な
い
。
以
上
か

ら
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
は
梁
啓
超
に
つ
い
て
、
戊
戌
政
変
か
ら

一
九
二
〇
年
に
欧
遊
を
終
え
て
帰
国
す
る
ま
で
の
時
期
に
大
変
関
心
を
持
ち

大
量
に
報
道
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

二
、
戊
戌
政
変
以
前
の
記
事
か
ら
見
ら
れ
る
梁
啓
超
像

明
治
期
か
ら
昭
和
期
を
通
じ
て
「
日
本
の
生
め
る
最
大
の
新
聞
記
者
」
と

評
さ
れ
、
日
本
の
新
聞
界
に
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
徳
富
蘇
峰
は

一
九
二
六
年
に
梁
啓
超
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
評
価
し
た
。）

（（
（

梁
君
は
縦
横
の
策
士
で
あ
る
。
又
た
曾
て
革
命
的
運
動
家
で
あ
っ
た
。

時
と
し
て
は
、
外
國
に
於
け
る
逃
竄
の
浪
人
者
た
り
。
時
と
し
て
は
、

自
國
に
於
け
る
内
閣
の
閣
員
た
り
。
其
の
一
生
の
變
化
は
、
浮
沈
出
没

繋
が
ざ
る
舟
に
似
て
ゐ
る
が
、
然
も
究
極
す
る
に
、
梁
君
は
天
成
新
聞

記
者
だ
。
梁
君
に
し
て
若
し
他
の
野
心
を
抛
擲
し
、
新
聞
記
者
と
し
て

立
た
ば
、
東
洋
唯
一
の
大
記
者
と
言
は
ざ
る
迄
も
、
そ
の
級
中
の
或
位

を
占
む
る
に
難
か
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
（
中
略
）
併
し
梁
君
は
、
要
す
る
に

新
聞
記
者
だ
。
哲
學
家
で
も
な
け
れ
ば
、
思
想
家
で
も
な
い
。
云
は
ば

理
想
と
、
現
實
と
の
境
目
に
跨
り
て
、
一
世
の
輿
論
を
鼓
吹
す
る
の
天

職
を
有
す
る
一
人
だ
。

こ
の
引
用
文
か
ら
、
徳
富
蘇
峰
に
と
っ
て
、
梁
啓
超
は
あ
く
ま
で
も
新
聞

記
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
徳

富
蘇
峰
の
梁
啓
超
に
対
す
る
評
価
は
、
妥
当
で
あ
る
か
、
梁
啓
超
本
人
と
ど

れ
ぐ
ら
い
の
距
離
が
あ
る
か
と
い
っ
た
疑
問
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
そ
こ
で
筆
者

は
以
下
に
戦
前
の
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
に
お
け
る
梁
啓
超
関
連

す
る
記
事
を
踏
ま
え
て
、
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
な
ど
の
資
料
と
照
ら
し
合
わ
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せ
な
が
ら
、
各
時
期
の
梁
啓
超
の
社
会
的
地
位
や
活
動
な
ど
に
重
点
を
置
い

て
考
察
を
行
う
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
梁
啓
超
の
イ
メ
ー
ジ
を
解
明
し
て

い
き
た
い
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
初
め
て
梁
啓
超
に
言
及
し
て
報
道
し
た

の
は
、
『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
四
月
十
四
日
付
の
記
事
で
あ
る
。）

（（
（

清
國
廣
東
の
進
士
康
有
爲
及
び
其
徒
梁
啓
超
等
は
學
識
経
験
兼
ね
備
へ
、

彼
の
國
に
於
け
る
開
進
主
義
の
熱
心
者
に
し
て
、
支
那
各
地
方
の
新
聞

雑
誌
記
者
は
多
く
其
門
下
よ
り
出
で
、
目
下
頻
り
に
同
志
を
糾
合
し
て

支
那
の
刷
新
策
を
講
じ
つ
つ
あ
る
が
、
何
分
に
も
支
那
四
百
餘
州
四
億

の
民
衆
中
幾
分
の
文
字
を
解
す
る
者
は
僅
々
の
數
に
出
で
ず
、
是
れ
畢

竟
漢
文
字
字
畫
複
雑
に
し
て
容
易
に
解
得
し
難
き
が
爲
め
に
し
て
、
今

日
文
化
普
ね
か
ら
ず
國
運
進
ま
ざ
る
も
亦
た
其
原
因
此
に
存
す
れ
ば
、

成
る
可
く
簡
易
な
る
文
字
を
選
ん
で
普
通
字
と
す
る
事
肝
要
な
り
。

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
梁
啓
超
は
康
有
為
の
弟
子
で
あ
り
、
学
識
と
経
験

を
兼
ね
備
え
、
開
進
主
義
を
熱
心
に
唱
道
し
て
、
中
国
各
地
の
新
聞
記
者
を

多
数
養
成
し
、
そ
の
師
康
有
為
と
と
も
に
門
人
を
呼
び
集
め
て
改
進
政
策
を

講
じ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
七
月
十
日
付
の
記
事
に
は
、
梁
啓
超
に

つ
い
て
、
下
記
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

清
國
皇
帝
は
海
外
出
使
の
人
才
を
保
擧
す
る
の
上
諭
及
び
一
般
臣
僚
を

し
て
博
く
實
學
を
講
習
せ
し
む
べ
き
の
上
諭
を
發
し
人
材
と
し
て
保
擧

せ
ら
れ
た
る
工
部
主
事
康
有
爲
、
刑
部
主
事
張
元
濟
、
湖
南
鹽
法
道
黄

遵
憲
、
江
蘇
候
補
知
府
譚
嗣
同
を
引
見
す
る
の
準
備
を
命
じ
尚
ほ
廣
東

擧
人
梁
啓
超
は
總
理
衙
門
に
於
て
査
看
上
奏
す
べ
き
旨
を
命
せ
り
。

右
の
資
料
か
ら
、
梁
啓
超
は
挙
人
で
は
あ
る
が
そ
の
師
康
有
為
の
よ
う
に

官
職
を
授
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
総
理
各
国
事

務
衙
門
で
監
督
の
仕
事
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
七
月

二
十
六
日
の
記
事
に
は
、
梁
啓
超
に
つ
い
て
、
下
記
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て

い
る
。）

（（
（

尚
ほ
同
時
に
總
理
各
國
事
務
衙
門
に
命
じ
査
看
せ
し
め
た
る
擧
人
梁
啓

超
は
本
月
三
日
の
上
諭
を
以
て
六
品
銜
を
賞
給
し
、
新
設
の
譯
書
局
の

事
務
を
辯
理
す
べ
き
命
令
あ
り
。

梁
啓
超
に
七
月
三
日
の
上
諭
で
六
品
銜
の
官
職
を
授
け
、
新
し
く
設
置
さ

れ
た
譯
書
局
の
事
務
を
担
当
さ
せ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
そ
の
後
、
八
月

二
十
九
日
付
の
黄
遵
憲
を
紹
介
す
る
記
事
に
お
い
て
は
、
梁
啓
超
の
活
動
に

も
言
及
し
て
い
る
。）

（（
（

黄
氏
の
政
見
は
康
有
爲
一
派
の
如
く
急
進
的
改
革
に
は
非
ざ
る
も
、
決

し
て
固
陋
頑
冥
自
ら
居
る
も
の
に
非
ず
、
始
め
て
「
時
務
日
報
」
を
發

刊
せ
し
時
の
如
き
も
、
黄
氏
の
盡
力
其
多
き
に
居
り
し
は
、
世
人
の
牢

記
せ
る
所
に
し
て
、
汪
康
年
梁
啓
超
二
氏
の
如
き
は
寧
ろ
一
介
の
操
觚

者
と
し
て
聘
致
せ
ら
れ
し
に
過
ぎ
ず
、
其
専
ら
經
營
の
任
に
膺
り
し
も

の
は
黄
氏
な
り
し
な
り
。
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こ
の
記
事
は
黄
遵
憲
の
事
跡
や
活
動
を
紹
介
し
て
黄
氏
を
高
く
評
価
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
筆
者
は
梁
啓
超
を
含
め
て
康
有
為
一

派
の
急
進
的
な
改
革
政
策
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
時
務

報
の
主
筆
を
担
当
し
て
い
た
時
期
の
梁
啓
超
は
た
だ
一
介
の
操
觚
者
に
過
ぎ

な
い
と
揶
揄
す
る
と
同
時
に
、
黄
遵
憲
が
時
務
報
の
創
刊
と
経
営
に
多
大
な

貢
献
を
行
っ
た
こ
と
を
褒
め
称
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
年
九
月
十
九
日
付
の
記
事
で
清
国
江
西
省
城
内
の
経
済
学
堂
校
長
で
あ
る

鄒
凌
翰
を
紹
介
す
る
際
、
戊
戌
政
変
以
前
の
梁
啓
超
の
活
動
に
も
言
及
し
た
。）

（（
（

甞
て
黄
公
度
、
康
年
、
康
有
為
、
梁
啓
超
、
呉
徳
瀟
等
と
共
に
強
學
會

と
云
ふ
を
創
立
し
た
る
一
人
に
し
て
、
強
學
報
を
創
刊
し
鋭
意
革
新
を

唱
道
し
た
る
よ
り
、
在
朝
守
舊
派
の
爲
に
妨
げ
ら
れ
て
解
散
し
、
更
に

時
務
報
を
創
立
し
た
り
と
な
り
。

こ
の
記
事
か
ら
、
鄒
凌
翰
や
汪
康
年
、
黄
遵
憲
ら
と
と
も
に
強
学
会
を
創

立
し
、
『
強
学
報
』
を
創
刊
し
、
鋭
意
改
革
を
唱
え
た
も
の
の
、
守
旧
派
の
不

満
に
よ
り
強
学
会
が
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い
っ
た
梁
啓
超
の
事
跡
も
分

る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
記
の
戊
戌
政
変
以
前
の
五
本
の
記
事
は
梁
啓
超
本
人
に
つ
い
て
報
道
す

る
も
の
で
は
な
く
、
当
時
清
国
の
政
治
状
況
や
ほ
か
の
人
物
を
報
道
す
る
記

事
の
中
で
梁
啓
超
の
こ
と
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戊
戌
政
変

以
前
の
梁
啓
超
は
当
時
の
日
本
の
記
者
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
し

た
人
物
で
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
梁
啓
超
が

改
革
に
関
連
す
る
活
動
に
参
加
し
て
か
ら
、
は
じ
め
て
清
国
政
府
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
視
野
に
入
っ
た
こ
と
も
分
る
。

三
、
日
本
亡
命
期
の
記
事
か
ら
見
ら
れ
る
梁
啓
超
像

一
八
九
八
年
九
月
二
十
一
日
、
西
太
后
に
代
表
さ
れ
る
守
旧
派
が
、
袁
世

凱
の
新
軍
を
抱
き
こ
ん
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、
光
緒
帝
か

ら
登
用
さ
れ
、
国
政
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
康
有
為
・
梁
啓
超
ら
に
代
表
さ

れ
る
改
革
派
が
主
導
す
る
変
法
自
強
運
動
が
実
行
さ
れ
て
か
ら
僅
か
百
三
日

間
で
強
制
的
に
中
止
さ
れ
て
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
政
変
に
つ
い
て
、

当
時
清
国
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
一
衣
帯
水
の
日
本
政
府
も
関
心
を
寄
せ
て

お
り
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
大
量
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
変
法
運
動
の
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
梁
啓
超

は
日
本
の
各
新
聞
が
先
を
争
っ
て
報
道
す
る
対
象
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
れ

ら
の
記
事
の
な
か
で
、
『
読
売
新
聞
』
の
九
月
二
十
五
日
付
の
記
事
で
は
、
初

め
て
梁
啓
超
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。）

（（
（

元
来
今
回
の
改
革
た
る
康
有
為
、
梁
啓
超
、
汪
康
年
の
徒
が
張
、
劉
、

陳
等
の
後
援
に
頼
り
「
開
風
氣
」
と
唱
道
し
た
る
結
果
な
れ
ど
革
新
の

気
運
に
し
て
依
然
鬱
勃
た
ら
ん
に
は
、
幾
十
百
千
の
康
、
梁
、
汪
の
徒

と
生
ず
る
は
揚
々
た
る
こ
と
に
し
て
、
捲
土
重
来
北
京
政
府
と
し
て
改

革
と
断
行
せ
し
む
る
に
至
ら
し
む
る
こ
と
、
猶
我
が
王
政
御
維
新
の
如

く
な
る
を
得
る
や
必
せ
り
さ
れ
ば
、
強
ち
失
望
す
る
に
も
及
ば
ざ
る
べ

き
か
。



－ 74 －－ 75 －

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
清
国
改
革
の
主
要
な
人
物
の
一
人
と
し
て
の
梁
啓

超
、
康
有
為
、
汪
康
年
と
い
っ
た
改
革
派
は
改
革
政
策
を
唱
え
た
と
し
て
も
、

清
国
に
お
い
て
は
革
新
の
気
運
が
な
か
な
か
高
ま
ら
な
か
っ
た
上
に
、
北
京

政
府
の
関
係
で
改
革
運
動
は
日
本
の
明
治
維
新
の
よ
う
な
成
功
を
収
め
る
の

は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
梁
啓
超
が
改
革
派
の
一
員
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
『
朝
日
新
聞
』
の
九
月
二
十
八
日
付
の
新
聞
は
明
確
に
記
し

て
い
る
。）

（（
（在

留
支
那
人
投
書
し
て
曰
、
伊
藤
侯
北
京
に
在
り
、
梁
啓
超
を
救
出
し

皇
帝
を
復
權
せ
し
め
ん
と
、
亦
改
革
派
の
徒
か
。

右
の
記
事
に
よ
る
と
、
梁
啓
超
は
改
革
派
の
一
員
で
あ
り
、
政
変
後
に
光

緒
帝
を
復
権
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
北
京
に

漫
遊
中
の
伊
藤
博
文
が
政
変
後
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
梁
啓
超
を
救
っ

た
こ
と
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
康
有
為
、
梁
啓
超
ら
を
代
表
と

す
る
改
革
派
一
派
は
ど
の
よ
う
な
危
険
に
陥
っ
た
か
、
清
国
政
府
よ
り
ど
の

よ
う
な
処
罰
を
受
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
多
く
の
報
道
が
行
わ
れ
た
。
当
時

の
各
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
に
よ
る
と
、
康
有
為
は
政
変
前
の
日
に
、
す
で

に
イ
ギ
リ
ス
の
船
に
乗
っ
て
北
京
か
ら
逃
亡
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
は
、

こ
の
時
期
の
新
聞
記
事
に
は
、
梁
啓
超
そ
の
逮
捕
な
ど
の
偽
情
報
が
盛
ん
に

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
政
変
後
の
梁
啓
超
の
逮
捕
に
つ
い
て
の
報
道
は
、
大
筋

で
「
梁
啓
超
は
逮
捕
さ
れ
た
」
か
ら
「
梁
啓
超
は
逮
捕
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど

こ
か
に
隠
れ
た
」
へ
と
変
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
朝
日
新
聞
』

の
九
月
三
十
日
付
の
記
事
に
は
、
下
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

又
北
京
に
於
て
捕
縛
さ
れ
た
る
は
梁
啓
超
始
め
纔
か
に
七
人
に
過
ぎ
ず
、

爾
後
の
經
過
は
極
め
て
平
穩
無
事
な
り
と
云
々
電
文
以
上
の
如
く
し
て
。

こ
の
記
事
か
ら
、
梁
啓
超
を
始
め
と
し
て
改
革
派
の
七
人
が
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
の
七
人
は
梁
啓
超
と
の
ち
に
戊
戌
変
法
の
た
め
に

死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
「
戊
戌
六
君
子
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
政
変
後
の
梁
啓
超
の
動
向
に
つ
い
て
、
十
月
十
日
付
の
記
事
に
は
、

そ
れ
以
前
の
記
事
と
異
な
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。）

（（
（

直
に
所
謂
匪
人
を
逮
捕
す
る
に
着
手
せ
り
其
逮
捕
の
表
に
あ
る
も
の
は

康
有
爲
、
梁
啓
超
、
譚
嗣
同
等
に
し
て
、
康
は
是
よ
り
先
き
上
海
に
赴

く
べ
き
の
命
を
得
た
る
も
故
あ
り
て
、
未
だ
赴
任
せ
ざ
り
し
が
、
此
變

動
の
事
を
内
廷
の
同
志
よ
り
密
報
す
る
者
あ
り
、
形
勢
危
急
に
迫
れ
る

こ
と
を
覺
り
た
れ
ば
、
昨
朝
急
に
天
津
に
逃
れ
た
り
、
後
追
捕
の
吏
到

り
て
康
を
求
む
れ
ど
も
得
ず
、
乃
ち
康
の
弟
康
幼
博
を
捕
へ
て
質
と
爲

し
、
又
一
面
に
は
張
蔭
桓
の
邸
宅
に
隱
れ
居
ら
ん
こ
と
を
疑
ひ
、
其
邸

宅
を
圍
み
遠
慮
會
釋
も
な
く
踏
み
込
み
て
家
宅
を
捜
索
し
、
同
邸
よ
り

冸
某
（
或
は
戴
某
と
も
云
ふ
）
と
云
ふ
を
捕
へ
去
れ
り
、
又
梁
啓
超
も

變
を
聞
き
て
直
に
隱
匿
し
、
昨
夜
は
某
所
に
一
夜
を
明
か
し
て
、
今
朝

密
に
天
津
に
下
り
た
り
、
一
時
難
を
他
邦
に
避
く
る
な
ら
ん
、
又
譚
嗣

同
は
前
湖
北
の
巡
撫
譚
継
洵
の
子
に
し
て
隨
分
膽
略
あ
り
、
彼
は
梁
等

に
向
ひ
て
兄
等
は
逃
れ
て
身
を
全
う
し
以
て
再
擧
を
謀
る
べ
し
。
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こ
の
記
事
か
ら
、
梁
啓
超
は
逮
捕
を
免
れ
て
他
国
に
亡
命
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
や
林
権
助
の
『
わ
が
七
十
年
』
や
国
立
公
文
書

館
の
文
書
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
梁
啓
超
は
日
本
大
使
館
に
身
を
隠
し
て
そ

こ
で
一
夜
を
明
か
し
次
の
日
に
駐
天
津
一
等
領
事
鄭
永
昌
に
連
れ
ら
れ
天
津

に
赴
い
て
日
本
に
亡
命
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
西
田
長
寿

氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
際
の
日
本
の
各
新
聞
の
報
道
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

傾
向
が
見
ら
れ
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
は
い
ず
れ
も
進
歩
党

系
の
新
聞
で
あ
る
た
め
、『
朝
日
新
聞
』
は
梁
啓
超
の
日
本
亡
命
に
つ
い
て
「
某

所
」
や
「
他
邦
」
な
ど
の
表
現
を
使
っ
た
り
『
読
売
新
聞
』
は
康
有
為
・
梁

啓
超
一
派
の
日
本
亡
命
に
つ
い
て
は
、
口
を
閉
じ
て
全
く
報
道
し
な
い
と
い

う
態
度
を
取
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
の
後

ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
進
歩
党
の
代
表
人
物
が
当
時
秘
密
裏
に
梁
啓
超
の
渡
日

を
助
け
、
日
本
へ
逃
走
中
の
梁
啓
超
を
保
護
す
る
爲
で
あ
っ
た
可
能
性
も
推

測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。）

（（
（

当
時
、
戊
戌
変
法
の
失
敗
で
逮
捕
や
死
刑
の
恐
れ
が
あ
っ
た
、
東
亜
会
会

員
で
あ
る
康
有
為
や
梁
啓
超
や
康
広
仁
な
ど
に
対
し
て
、
東
亜
会
は
九
月

三
十
日
に
会
員
を
集
め
、
梁
啓
超
ら
の
身
柄
を
保
護
す
る
こ
と
を
議
決
し
、

十
月
二
日
に
安
東
俊
明
・
村
井
啓
太
郎
・
伊
藤
宏
三
名
の
総
代
が
大
隈
重
信

を
訪
問
し
、
梁
啓
超
ら
の
改
革
に
志
す
志
士
た
ち
が
死
刑
を
脱
す
る
た
め
に

建
言
書
を
呈
上
し
た
。
『
朝
日
新
聞
』
の
十
月
四
日
付
の
記
事
と
『
読
売
新
聞
』

の
十
月
三
日
の
記
事
は
い
ず
れ
も
こ
の
件
に
つ
い
て
報
道
し
て
い
る
。）

（（
（

日
清
兩
國
の
人
々
よ
り
組
織
せ
る
東
亞
會
は
今
回
の
政
變
に
由
り
て
會

員
梁
啓
超
、
康
廣
仁
等
の
志
士
縛
に
就
き
將
に
慘
刑
に
處
せ
ら
れ
ん
と

す
る
よ
り
、
去
月
三
十
日
萬
世
俱
樂
部
に
於
て
江
藤
、
池
邉
、
陸
、
三

宅
等
十
數
名
の
重
立
た
る
會
員
相
集
り
て
、
梁
等
を
救
護
せ
ん
事
を
議

決
し
、
三
名
の
總
代
を
し
て
去
る
二
日
大
隈
伯
を
訪
ひ
、
一
書
を
呈
し

て
人
道
正
義
の
爲
め
彼
等
の
峻
刑
を
軽
減
す
る
の
忠
言
を
清
國
政
府
に

致
さ
ん
事
を
請
は
し
め
、
次
で
鳩
山
氏
を
問
ひ
同
様
の
盡
力
を
依
頼
し

た
り
。
聞
く
我
政
府
に
て
は
此
騒
動
の
始
ま
る
や
否
や
、
直
に
北
京
公

使
館
に
訓
電
し
、
林
書
記
官
を
し
て
一
方
は
清
國
王
大
臣
等
を
説
か
し

め
、
他
方
に
於
て
は
吾
邦
と
意
嚮
を
同
じ
く
す
る
英
米
等
の
公
使
に
も

交
渉
し
、
滿
人
の
残
酷
を
抑
止
す
る
に
奔
走
し
つ
つ
、
在
り
と
の
事
に

て
伊
藤
侯
も
亦
個
人
と
し
て
忠
言
す
る
所
あ
り
、
遂
に
張
蔭
桓
の
罰
を

も
緩
和
し
事
餘
の
志
士
等
も
或
は
萬
死
を
脱
す
る
事
を
得
る
べ
し
と
云
ふ
。

『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
は
『
読
売
新
聞
』
の
も
の
よ
り
詳
し
く
、
呈
上
し
た

建
言
書
の
全
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
引
用
文
か
ら
、
政
変
後
、
日

本
政
府
は
清
国
の
王
公
大
臣
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
や
米
国
な
ど
の
公
使

に
も
交
渉
し
、
ま
た
伊
藤
博
文
も
個
人
と
し
て
張
蔭
恒
や
ほ
か
の
梁
啓
超
ら

の
志
士
の
死
刑
を
免
ず
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
『
朝
日

新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
建
言
書
の
本
文
か
ら
、
東
亜
会
は
梁
啓
超
ら
を

志
士
と
見
な
し
、
彼
ら
の
改
革
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
当
時
日
本
と
清
国
の
友
好
関
係
に
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
窺

え
る
。

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
記
事
は
梁
啓
超
に
言
及
し
て
い
る
が
、
梁
啓
超

本
人
だ
け
に
関
す
る
記
事
で
は
な
い
。
十
月
十
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
に
は
、「
梁

啓
超
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
道
さ
れ
た
記
事
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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以
下
こ
の
時
期
の
詳
細
を
確
認
し
て
み
た
い
。）

（（
（

康
有
為
の
弟
子
に
し
て
、
昨
年
迄
時
務
報
の
主
筆
た
り
、
新
政
の
擧
行

に
際
し
て
擧
げ
ら
れ
て
、
翻
譯
局
の
總
辨
と
な
り
し
梁
啓
超
も
亦
逮
捕

の
中
に
在
り
、
上
諭
中
に
曰
く
『
擧
人
梁
啓
超
、
康
有
爲
と
狼
狽
奸
を

な
し
、
著
す
所
の
文
字
語
狂
謬
多
し
、
著
し
て
一
併
に
嚴
拏
懲
辨
せ
し
む
』

と
、
曷
く
ん
ぞ
知
ら
ん
梁
も
早
く
逃
れ
て
清
國
政
府
の
手
の
及
ば
ざ
る

所
に
潜
ま
ん
と
は
。

こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
「
康
有
為
の
弟
子
」
「
時
務
報
の
主
筆
」
「
翻
訳
局

の
総
辦
」
「
挙
人
梁
啓
超
」
「
逮
捕
中
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
こ
れ
以
前
の
記

事
に
報
道
さ
れ
た
梁
啓
超
の
社
会
的
地
位
の
総
括
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
記
事
で
は
、
当
時
『
朝
日
新
聞
』
の
後
ろ
盾
と
な
る
大
隈
重
信
ら

を
代
表
と
す
る
進
歩
党
の
立
場
を
或
る
程
度
反
映
し
て
、
同
情
の
気
持
ち
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
十
月
二
十
五

日
付
の
記
事
は
某
外
交
家
の
評
論
を
踏
ま
え
て
清
国
改
革
派
の
人
物
を
下
記

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。）

（（
（

康
有
爲
は
政
變
前
に
至
る
迄
工
部
章
京
の
職
を
奉
じ
居
た
る
が
、
其
改

革
意
見
た
る
只
々
急
激
に
走
り
秩
序
を
顧
み
ず
、
且
つ
死
を
以
て
王
事

に
盡
す
の
決
心
な
く
、
政
變
前
に
先
ち
て
同
志
に
圖
ら
ず
、
獨
り
逃
走

し
た
れ
ば
、
同
志
間
に
於
て
も
甚
だ
評
判
宜
し
か
ら
ず
。

梁
啓
超
は
康
有
爲
に
比
し
大
に
秩
序
あ
る
改
革
意
見
を
有
し
、
政
變
の

當
時
に
於
て
も
、
同
志
間
に
於
て
大
に
氏
の
一
身
を
危
み
逃
走
せ
ん
事

を
勸
告
す
る
も
、
毅
然
と
し
て
動
か
ず
、
死
を
以
て
王
事
に
勤
む
、
皇

帝
の
安
危
す
ら
未
だ
判
然
せ
ざ
る
に
當
て
、
逃
走
す
る
抔
と
は
臣
た
る

も
の
の
爲
す
べ
き
事
に
あ
ら
ず
と
容
易
に
動
か
ざ
り
し
が
、
某
外
國
人

等
て
逃
走
せ
し
め
た
り
、
氏
は
康
有
爲
の
門
下
生
に
し
て
、
歳
二
十
有
六
。

王
照
は
禮
部
主
事
の
職
を
奉
じ
て
居
た
る
が
、
梁
啓
超
と
同
じ
く
秩
序

あ
る
改
革
の
意
見
を
有
し
、
今
回
の
政
變
に
際
し
大
に
見
る
べ
き
處
あ

り
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
報
道
者
、
ま
た
は
外
交
家
は
梁
啓
超
の
師
で
あ
る

康
有
為
の
改
革
策
や
そ
の
人
格
を
批
判
す
る
の
に
対
し
て
、
梁
啓
超
の
改
革

の
意
見
や
改
革
活
動
が
失
敗
し
た
際
に
あ
た
り
、
死
を
顧
み
ず
同
志
や
皇
帝

を
守
ろ
う
と
し
た
毅
然
と
し
た
態
度
な
ど
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と

れ
る
。
実
は
、
『
朝
日
新
聞
』
は
同
日
の
も
う
一
つ
の
記
事
「
亡
命
者
に
對
す

る
方
針
」
で
は
、
梁
啓
超
ら
の
清
国
か
ら
日
本
に
逃
れ
た
改
革
派
が
清
国
に

文
明
の
福
音
と
利
器
を
輸
入
し
た
た
め
進
歩
の
良
友
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
報
じ
つ
つ
も
、
他
方
彼
ら
の
急
激
な
改
革
方
法
を
批
判
し
、
李

鴻
章
や
張
之
洞
な
ど
の
よ
う
に
秩
序
あ
る
改
革
説
を
主
張
す
る
大
人
物
と
同

一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
日
本
政
府
の
当
局

者
の
態
度
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
革
者
を
長
く
日
本
に
滞
在
さ
せ

る
気
持
ち
が
な
い
と
い
う
日
本
政
府
の
計
画
も
解
明
し
た
。）

（（
（

ま
た
、
こ
の
記

事
で
は
、
そ
れ
以
前
の
梁
啓
超
に
対
し
て
「
康
有
為
の
弟
子
」
や
「
改
革
者
」

な
ど
の
呼
称
を
使
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
「
亡
命
客
」
「
亡
命
清
客
」
「
清
国
亡

命
者
」
「
清
国
亡
命
客
」
「
亡
命
の
政
客
」
「
亡
命
の
志
士
」
と
い
っ
た
表
現
が

梁
啓
超
に
言
及
す
る
際
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。）

（（
（
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一
八
九
九
年
七
月
二
十
日
、
康
有
為
は
カ
ナ
ダ
で
華
僑
李
福
基
、
葉
恩
ら

と
協
商
し
た
上
で
保
救
大
清
皇
帝
会
（
略
称
は
保
皇
会
）
を
創
立
し
、
彼
自

身
を
会
長
と
し
、
梁
啓
超
・
徐
勤
を
副
会
長
と
し
た
。
保
皇
会
は
澳
門
の
『
知

新
報
』
と
横
浜
の
『
清
議
報
』
を
機
関
紙
と
し
て
君
主
立
憲
制
を
喧
伝
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
康
有
為
・
梁
啓
超
一
派
は
保
皇
派
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
か
ら
康
有
為
・
梁
啓
超
一
派
の

呼
称
の
変
化
が
窺
わ
れ
る
。
日
本
に
滞
在
し
た
梁
啓
超
一
派
に
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
、
特
に
『
朝
日
新
聞
』
は
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
保

皇
会
に
つ
い
て
『
朝
日
新
聞
』
の
関
連
す
る
記
事
を
確
認
し
て
み
よ
う
。）

（（
（

保
皇
會
と
も
う
す
は
桑
港
に
在
る
革
新
主
義
の
支
那
人
の
團
体
に
し
て
、

康
有
為
、
梁
啓
超
等
の
事
業
を
援
く
る
爲
め
に
起
り
た
る
新
團
体
に
御

座
候
、
其
会
員
は
在
桑
港
の
支
那
人
の
半
數
に
及
び
、
週
刊
の
機
関
新

聞
に
は
文
興
、
華
記
等
有
之
候
の
み
な
ら
ず
、
既
に
十
万
弗
の
運
動
費

を
備
へ
、
猶
義
捐
金
募
集
中
の
由
に
て
な
か
な
か
盛
大
な
る
も
の
に
御

座
は
先
般
康
有
為
は
カ
ナ
ダ
を
経
て
英
國
に
渡
航
仕
候
處
、
今
回
は
梁

啓
超
も
柏
源
と
稱
し
て
、
海
外
旅
行
券
を
得
た
る
由
に
て
、
既
に
布
哇

ま
で
參
り
居
候
得
ば
、
い
づ
れ
數
週
日
の
中
に
は
桑
港
に
來
ら
る
る
こ

と
と
存
じ
候
、
之
に
就
て
保
皇
會
派
は
目
下
歡
迎
準
備
に
忙
は
し
く
、

保
守
主
義
の
連
中
は
反
対
運
動
を
や
ら
か
す
抔
な
か
な
か
の
騒
動
に
御

座
候
、
併
し
曩
に
康
が
晩
香
坡
邊
に
逗
留
せ
し
時
は
支
那
人
の
多
數
は

箪
食
壷
漿
し
て
、
之
を
迎
へ
、
忽
ち
莫
大
な
る
金
員
を
醵
集
致
し
候
ひ

し
が
當
地
は
更
に
支
那
人
の
頭
數
も
多
く
、
革
新
派
名
士
の
渡
米
を
望

み
居
り
し
こ
と
に
候
得
ば
、
梁
の
歡
迎
優
待
は
一
層
盛
な
る
こ
と
な
ら

ん
と
今
よ
り
想
像
被
致
候
。

こ
の
記
事
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
創
立
さ
れ
た
保
皇
会
の
状
況
を
述

べ
、
康
有
為
・
梁
啓
超
は
華
僑
の
中
で
非
常
に
人
気
が
あ
り
、
彼
ら
の
活
動

の
た
め
に
義
援
金
が
集
め
ら
れ
て
、
優
待
を
受
け
た
こ
と
を
報
道
し
て
い
る
。

記
事
の
中
で
は
、
「
保
皇
会
派
」
と
い
う
呼
称
で
康
有
為
・
梁
啓
超
一
派
の
こ

と
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
梁

啓
超
が
逝
去
し
た
時
期
の
記
事
に
も
、
彼
は
保
皇
党
の
創
立
者
で
あ
る
と
い

う
紹
介
文
が
見
ら
れ
る
。）

（（
（

『
読
売
新
聞
』
は
、
一
九
一
二
年
に
保
皇
会
の
一
員

と
し
て
の
梁
啓
超
の
活
動
に
つ
い
て
報
道
し
て
い
る
。

日
本
亡
命
期
に
お
い
て
は
、
梁
啓
超
は
『
清
議
報
』
や
『
新
民
叢
報
』
な

ど
の
雑
誌
を
創
刊
し
た
り
文
章
や
著
作
を
発
表
し
た
り
す
る
こ
と
に
も
関
心

を
寄
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
清
議
報
』
の
発
刊
に
つ
い
て
、
『
朝
日
新
聞
』

に
は
下
記
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

清
國
志
士
の
發
刋
す
る
所
主
と
し
て
梁
啓
超
氏
の
執
筆
に
係
る
も
の
の

如
し
、
本
號
に
は
「
論
變
法
必
自
平
滿
漢
之
界
始
」
「
政
變
前
記
」
「
支

那
改
革
案
」
「
佳
人
之
奇
遇
」
其
他
あ
り
、
文
字
風
霜
を
挾
み
筆
々
活
動

す
（
横
濱
居
留
地
百
三
十
番
）
。

こ
の
記
事
は
日
本
に
亡
命
し
た
ば
か
り
の
梁
啓
超
が
創
刊
し
た
『
清
議
報
』

の
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
彼
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
章
や
彼
が
翻
訳
し

た
小
説
を
紹
介
し
、
そ
の
文
字
の
風
格
も
説
明
し
た
。
そ
の
後
、『
読
売
新
聞
』

に
は
「
梁
啓
超
主
筆
「
清
議
報
」
（
雑
誌
）
横
浜
に
て
発
行
」
と
『
清
議
報
』
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の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

清
国
亡
命
の
客
梁
啓
超
氏
は
目
下
我
国
に
流
寓
し
、
頃
日
其
抱
懐
す
る

所
と
支
那
の
志
士
仁
人
に
訴
ふ
る
が
爲
、
横
浜
に
於
て
雑
誌
『
清
議
報
』

な
る
も
の
を
発
行
す
其
、
の
宗
旨
と
す
る
所
は
支
那
の
清
議
を
維
持
し
、

国
民
の
正
気
を
激
発
し
、
支
那
人
の
学
識
を
維
持
し
、
支
那
日
本
両
国

の
声
気
を
交
通
し
て
其
の
情
誼
を
聯
ね
、
東
亞
の
学
術
を
發
目
し
以
て

亜
粋
を
保
存
せ
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
所
載
の
網
目
は
支
那
人
論
説
、

日
本
及
泰
西
人
の
論
説
、
支
那
万
國
近
事
、
支
那
哲
学
、
支
那
小
説
等

な
り
。
而
て
舊
臘
其
第
一
冊
を
発
刊
し
、
本
月
其
の
第
二
冊
を
出
せ
り

中
に
就
て
、
戊
戌
政
変
記
は
彼
の
昨
年
政
変
の
顛
末
を
記
す
る
所
、
全

篇
総
て
八
に
て
、
其
の
第
四
篇
は
最
緊
最
要
の
文
字
を
れ
ば
、
今
之
を

訳
載
せ
る
こ
と
と
な
し
ぬ
（
因
に
記
す
清
議
報
の
発
刊
は
毎
月
陰
暦
一
、

十
一
、
二
十
一
日
の
三
回
を
り
と
す
）

戊
戌
政
変
記
　
　
（
第
四
篇
　
政
変
前
記
）
（
後
略
）

こ
の
記
事
は
、
梁
啓
超
は
清
国
か
ら
日
本
に
亡
命
し
た
志
士
で
あ
る
こ
と
、

彼
の
創
刊
の
動
機
、
雑
誌
の
構
成
及
び
発
行
情
報
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
一
九
〇
六
年
七
月
二
十
三
日
付
の
記
事
に
は
、
梁
啓
超
が
創
立
し
た
『
新

民
叢
報
』
に
つ
い
て
の
評
論
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。）

（（
（

近
来
在
留
清
国
人
の
數
が
益
増
加
す
る
に
隨
っ
て
、
其
手
に
よ
っ
て
発

行
さ
る
る
漢
字
の
雑
誌
も
少
く
無
い
が
、
多
く
は
種
々
の
蹉
躓
が
あ
っ

て
永
続
し
な
い
、
其
中
獨
り
横
浜
か
ら
出
る
新
民
叢
報
は
流
石
に
高
く
、

一
頭
地
を
放
出
し
て
異
彩
を
放
ち
、
発
刊
以
来
既
に
九
年
に
な
り
、
内

容
も
益
々
進
歩
し
て
、
質
の
あ
る
記
事
が
多
い
。

此
雑
誌
は
夫
の
梁
啓
超
氏
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
記
事
の
大
部
分
は
其

の
自
ら
筆
を
執
っ
た
も
の
で
、
飲
冰
の
署
名
の
あ
る
の
が
即
ち
其
れ
だ

さ
う
な
、
梁
氏
は
其
の
才
気
学
識
及
び
文
章
に
於
て
今
代
の
蘇
東
坡
と

稱
さ
れ
て
居
る
が
、
法
律
学
の
造
詣
も
餘
程
深
く
、
且
近
来
大
い
に
支

那
法
制
史
を
研
究
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
見
え
、
近
来
の
同
誌
に
は
其
結
果

が
続
々
発
表
さ
れ
る
の
は
我
輩
の
最
も
歓
迎
す
る
所
で
、
支
那
及
び
東

洋
の
爲
に
は
勿
論
、
世
界
の
学
術
界
の
爲
に
其
労
を
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

言
ふ
迄
も
な
く
、
支
那
法
制
史
は
世
界
の
各
法
系
中
最
も
長
き
年
代
を

有
し
て
居
り
、
有
益
の
内
容
を
も
存
す
る
に
拘
は
ら
ず
（
中
略
）
之
を

要
す
る
に
氏
の
如
き
、
一
般
の
学
識
殊
に
法
学
の
知
識
あ
る
支
那
人
自

身
に
よ
っ
て
支
那
法
制
史
が
此
の
如
く
着
々
研
究
さ
れ
る
の
は
実
に
世

界
の
学
術
の
爲
に
賀
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
我
輩
は
返
す
返
す
も
氏
の

労
を
謝
し
益
々
其
研
究
を
継
続
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
ら
ざ
る
を
得
ぬ
の
で

あ
る
。

こ
の
記
事
で
は
、
秋
皐
生
（
記
事
の
筆
者
）
は
梁
啓
超
が
創
刊
し
た
『
新

民
叢
報
』
は
当
時
の
数
多
く
の
漢
字
の
雑
誌
の
中
で
異
彩
を
放
っ
て
い
て
、

内
容
も
質
も
高
い
雑
誌
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
続
い
て
、
梁
啓
超

は
才
識
あ
り
、
文
章
の
面
で
当
代
の
蘇
東
坡
と
称
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
の
中
国

法
制
史
に
関
す
る
研
究
は
清
国
及
び
東
洋
、
ひ
い
て
は
世
界
の
学
術
界
に
貢

献
を
し
た
と
梁
啓
超
の
学
術
研
究
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

前
文
に
考
察
し
た
と
お
り
、
当
時
梁
啓
超
は
改
革
派
の
一
員
と
し
て
戊
戌
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変
法
の
失
敗
で
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
批
判
さ
れ
た
も
の
の
、
彼
の
著

述
と
学
識
に
つ
い
て
は
、
高
く
評
価
す
る
記
事
が
大
量
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
読
売
新
聞
』
の
一
九
〇
二
年
三
月
二
日
の
記
事
で
梁
啓
超
の
著
書

『
李
鴻
章
』
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

「
何
家
と
し
て
の
誰
某
」
「
誰
某
と
の
関
係
」
と
云
ふ
が
如
き
、
編
章
の

製
題
は
近
年
坊
間
に
行
は
る
る
伝
記
類
の
共
有
物
な
れ
ば
新
刊
又
新
刊
、

同
一
の
体
裁
を
繰
反
す
は
決
し
て
怪
む
に
足
ら
ざ
れ
ど
も
、
何
ぞ
料
ら

ん
支
那
人
も
亦
時
好
を
追
ふ
て
、
這
般
の
真
似
を
為
さ
ん
と
は
、
而
し

て
真
似
の
俑
を
作
す
も
の
は
実
に
梁
啓
超
の
『
李
鴻
章
』
是
な
り
。

（
中
略
）
著
者
の
文
章
に
於
て
達
者
な
る
こ
と
は
曾
て
之
を
開
き
し
も
、

今
始
て
此
書
に
因
て
其
風
格
を
窺
ふ
を
得
た
り
、
要
す
る
に
達
意
の
一

派
に
属
し
、
大
山
喬
嶽
の
気
象
な
し
と
雖
も
、
雲
気
泉
湧
の
態
あ
り
、

只
新
奇
に
趨
っ
て
自
国
の
文
体
を
破
壊
す
る
の
癖
あ
る
は
彼
の
得
意
と

す
る
所
に
し
て
我
の
片
腹
痛
き
所
な
る
が
、
文
中
日
本
の
普
通
語
を
用

ゐ
る
の
夥
き
、
極
點
と
云
ひ
、
原
因
結
果
と
云
ひ
、
関
係
と
云
ひ
、
暗

潮
と
云
ひ
、
主
義
と
云
ひ
、
無
能
力
と
云
ひ
、
起
点
と
云
ひ
、
関
係
と

云
ひ
、
資
格
と
云
ふ
、
此
如
き
文
字
枚
挙
に
暇
あ
ら
ず
、
彼
れ
豈
に
造

語
の
才
な
き
か
必
要
に
迫
ら
れ
た
る
が
爲
か
、
便
利
な
る
を
以
て
か
、

日
本
な
い
づ
し
た
る
に
因
る
か
、
兎
も
角
新
派
の
文
章
家
な
る
に
は
相

違
な
し
、
彼
れ
深
く
徳
富
蘇
峰
の
李
鴻
章
論
に
傾
倒
し
て
、
巻
末
に
之

を
附
載
す
る
を
觀
れ
ば
、
同
ら
臭
味
の
相
合
す
る
所
あ
る
が
如
し
、
彼

亦
支
那
の
徳
富
蘇
峰
な
る
哉
。

こ
の
記
事
で
は
、
梁
啓
超
は
文
章
の
面
に
お
け
る
達
者
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
文
章
を
著
す
際
、
新
奇
な
る
言
葉
で
、
新
文

体
や
大
量
の
造
語
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
派
の
文
章
家
と
評

価
さ
れ
、
清
国
の
徳
富
蘇
峰
で
あ
る
と
賞
賛
さ
れ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
第
二
時
期
の
梁
啓
超
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
一
、『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
は
梁
啓
超
の
呼
称
の
面
で
、

改
革
派
、
清
国
亡
命
客
、
保
皇
会
党
員
と
い
っ
た
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
二
、
梁
啓
超
に
代
表
さ
れ
る
改
革
派
は
、
地
方
実
力
派
で
あ
る
李
鴻

章
や
張
之
洞
ら
よ
り
劣
っ
て
い
て
、
そ
の
改
革
政
策
が
急
進
的
で
あ
る
こ
と

が
戊
戌
変
法
が
失
敗
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
報
道
す
る
記
事
が
多
数
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
日
本
の
主
流
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
改
革
派
に

対
す
る
一
般
市
民
の
見
方
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
彼
の
師
で
あ
る
康

有
為
に
比
べ
る
と
、
梁
啓
超
は
才
識
が
あ
り
、
政
変
の
際
、
皇
帝
や
同
志
の

た
め
に
、
骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
く
と
い
う
人
格
を
評
価
す
る
記
事
も
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
。

そ
の
三
、
梁
啓
超
の
来
日
後
の
動
静
や
活
動
な
ど
に
も
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ

ア
、
特
に
『
朝
日
新
聞
』
が
非
常
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
れ
と
比
較
し
て
、

梁
啓
超
の
著
述
活
動
に
関
し
て
は
、
『
読
売
新
聞
』
の
ほ
う
が
詳
し
く
報
道
し

て
お
り
、
梁
啓
超
の
著
書
の
学
術
価
値
と
彼
が
文
学
の
方
面
に
も
た
ら
し
た

影
響
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
明
治
期
に
お
い
て
は
、『
朝

日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
は
い
ず
れ
も
小
新
聞
で
は
あ
る
が
、
そ
の
報
道

記
事
の
特
徴
が
異
な
る
こ
と
も
窺
え
る
。
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四
、
民
国
従
政
期
の
記
事
か
ら
見
ら
れ
る
梁
啓
超
像

十
四
年
間
の
亡
命
生
活
を
終
え
て
、
一
九
一
二
年
十
月
に
帰
国
し
た
梁
啓

超
は
、
政
治
の
舞
台
で
活
動
を
し
始
め
た
。
初
め
に
袁
世
凱
の
も
と
で
司
法

総
長
、
次
い
で
幣
制
局
総
裁
、
の
ち
に
は
段
祺
瑞
の
も
と
で
財
政
総
長
に
就

任
し
た
。
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
は
「
会
外
顧
問
」
と
し
て
巴
里

講
和
会
議
に
赴
く
な
ど
、
北
洋
時
代
の
政
府
に
も
加
入
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
変
遺
憾
な
こ
と
に
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る
複
雑
な
国
情
や
彼

自
身
強
い
自
負
心
な
ど
が
影
響
し
、
彼
は
政
治
家
と
し
て
の
実
績
に
見
る
べ

き
も
の
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
彼
は
同
時
代
の
学
者
や
文
人
か
ら

も
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

し
か
し
、
筆
者
は
こ
の
度
梁
啓
超
に
関
す
る
第

二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
の
記
事
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読

売
新
聞
』
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
の
記
事
数
が
最
も
多
く
、
大

体
総
記
事
数
の
十
分
の
七
を
占
め
て
い
て
、
一
九
一
七
年
の
記
事
数
は
ピ
ー

ク
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
従
来
の
梁
啓
超
に
関
す
る
研

究
に
お
い
て
は
、
彼
が
日
本
に
亡
命
し
た
時
期
の
思
想
や
記
者
と
し
て
の
活

動
や
日
本
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
も
の
が
一
番
多
い
。

よ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
梁
啓
超
関
係
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
梁

啓
超
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

を
分
析
し
な
が
ら
明
ら
か
に
た
い
。

（
一
）
梁
啓
超
の
行
動
に
つ
い
て

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
記
事
を
確
認
し
て
み
る
と
、
梁
啓
超
の
動
静
や
行
方

な
ど
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
に
よ
る
と
、
梁
啓
超
は

（
一
九
十
二
年
）
九
月
末
（
確
実
な
日
付
は
分
か
ら
な
い
。
時
間
的
に
見
て

二
十
八
日
か
二
十
九
日
だ
ろ
う
）
、
神
戸
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
て
、
十
月
五

日
に
大
沽
に
着
き
、
八
日
に
な
っ
て
天
津
に
着
い
た
。）

（（
（

例
え
ば
、
一
九
一
二

年
に
梁
啓
超
の
帰
国
の
日
時
な
ど
に
つ
い
て
、
『
朝
日
新
聞
』
に
は
以
下
の
よ

う
な
記
事
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。）

（（
（

①
梁
啓
超
の
一
行
は
一
日
午
前
神
戸
よ
り
來
り
、
午
後
五
時
大
信
丸
に

て
北
京
に
向
け
歸
途
に
就
け
り
。

②
梁
啓
超
は
大
信
丸
入
港
遅
れ
し
爲
、
七
日
午
後
上
陸
す
。

こ
の
二
つ
の
記
事
に
よ
る
と
、
梁
啓
超
は
一
九
一
二
年
十
月
一
日
午
前
に

神
戸
か
ら
出
発
し
、
午
後
五
時
に
大
信
丸
で
北
京
に
向
け
て
帰
国
の
途
に
つ

い
た
が
、
大
信
丸
の
入
港
が
遅
れ
た
た
め
、
七
日
午
後
天
津
に
上
陸
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
前
文
の
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
の
記
録
と
照
ら
し

て
合
わ
せ
て
み
る
と
、
時
間
の
面
で
少
し
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

こ
で
は
、
ど
ち
ら
の
記
録
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
兎
も
角
、
こ
の
よ
う
な
詳

細
な
記
事
は
梁
啓
超
の
一
挙
一
動
を
よ
り
全
面
的
に
把
握
し
、
過
去
の
事
実

に
迫
ろ
う
と
す
る
面
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
の
梁
啓
超
関
連
す
る
記
事
に
お
い
て
は
、
梁
啓
超
の
職
務
の
変

化
や
日
中
関
係
や
梁
啓
超
の
政
治
思
想
な
ど
を
中
心
と
す
る
も
の
が
多
い
。

（
二
）
職
務
の
変
化
か
ら
見
た
梁
啓
超
像

一
九
一
二
年
、
梁
啓
超
は
十
四
年
間
の
亡
命
生
活
を
終
え
て
帰
国
し
た
。

帰
国
し
て
か
ら
一
九
二
〇
年
に
完
全
に
政
界
か
ら
引
退
す
る
ま
で
、
彼
は
中

央
政
界
に
足
を
踏
み
込
ん
で
、
袁
世
凱
政
府
や
段
祺
瑞
内
閣
な
ど
で
要
職
に
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就
い
て
彼
の
政
治
思
想
を
生
か
し
政
治
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
が
、
結

局
当
時
の
中
国
国
内
外
の
実
情
な
ど
の
要
因
で
失
敗
し
た
。
そ
の
間
、
彼
が

任
命
さ
れ
た
政
府
で
の
職
務
に
つ
い
て
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
は

漏
れ
な
く
報
道
し
て
い
た
。）

（（
（

新
内
閣
顔
触
　
　
二
日
北
京
特
派
員
發

熊
希
齢
は
就
任
以
來
、
所
謂
第
一
流
の
人
物
を
物
色
し
居
る
も
、
種
々

の
情
弊
あ
り
て
、
陸
海
兩
部
は
留
任
し
、
内
部
外
交
交
通
の
三
部
は
總

統
系
中
の
人
物
を
採
用
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
熊
總
理
が
人
選
し
つ
つ
あ

る
は
唯
教
育
、
司
法
兩
部
と
農
林
、
工
商
を
合
併
せ
る
實
業
部
に
過
ぎ
ず
。

二
日
ま
で
に
略
内
定
せ
る
國
務
院
の
顔
觸
は

財
政
部
　
　
　
熊
總
理
（
兼
）
　
　
外
交
部
　
　
　
孫
寶
琦

内
務
部
　
　
　
朱
啓
鈴
　
　
　
　
　
交
通
部
　
　
　
周
自
蔡

實
業
部
　
　
　
張
謇
　
　
　
　
　
　
司
法
部
　
　
　
梁
啓
超

教
育
部
　
　
　
汪
大
爕

に
て
張
謇
、
梁
啓
超
の
二
名
は
未
だ
承
諾
の
意
を
表
せ
ず
、
教
育
總
長

は
楊
度
を
擧
ぐ
る
に
至
る
や
も
、
一
説
に
依
れ
ば
熊
總
理
は
内
閣
組
織

を
遅
延
せ
し
む
る
は
國
家
に
不
利
な
り
と
し
、
就
任
の
諾
否
を
待
た
ず

し
て
、
斷
然
國
會
に
提
出
す
る
に
至
る
べ
し
と
。

こ
の
記
事
か
ら
梁
啓
超
は
「
人
材
内
閣
」
（
進
歩
党
側
は
「
混
合
内
閣
」
と

称
す
る
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
熊
希
齢
内
閣
の
一
員
と
し
て
司
法
総
長
に
挙
げ

ら
れ
る
が
、
就
任
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
後
、
梁
啓
超
が
司
法
総
長
に
就
任
し
た
記
事
や
、
梁
啓
超
を
含
め
入
閣

し
た
内
閣
大
臣
の
写
真
が
公
開
さ
れ
た
記
事
な
ど
が
次
々
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
年
の
末
頃
、
梁
啓
超
は
袁
世
凱
に
不
満
を
抱
い
た
た
め
に
辞
職
を
申

請
し
た
と
い
う
記
事
が
、『
読
売
新
聞
』
よ
り
報
じ
ら
れ
て
い
た
。）

（（
（

一
九
一
四

年
二
月
に
、
彼
は
熊
希
齢
総
理
の
解
任
に
よ
り
辞
職
し
た
。
当
時
の
経
緯
に
つ

い
て
、『
朝
日
新
聞
』
に
は
、
下
記
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。）

（（
（

③
熊
希
齢
の
總
理
解
任
は
十
日
入
京
の
豫
定
成
る
、
段
祺
瑞
の
到
着
を

待
ち
發
表
の
筈
な
る
が
、
總
理
を
置
か
ざ
る
總
統
制
實
施
も
既
定
の
事

實
な
れ
ば
、
總
理
と
行
動
を
共
に
す
べ
き
梁
司
法
、
張
農
商
、
汪
教
育

の
三
總
長
が
依
然
職
に
留
ま
り
つ
つ
あ
る
は
世
人
の
注
意
を
惹
け
り
。

④
梁
司
法
、
汪
教
育
、
張
農
商
の
三
總
長
は
熊
總
理
と
進
退
を
共
に
す

る
の
決
心
を
爲
せ
る
も
、
袁
總
統
は
支
那
の
内
閣
は
今
日
の
状
態
に
於

て
連
帯
責
任
を
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
又
國
家
多
端
の
際
同
盟
辭
職
を

爲
す
が
如
き
は
愛
國
精
神
を
缺
く
も
の
な
り
と
て
、
半
脅
迫
の
口
實
あ

る
迄
留
任
す
る
に
決
せ
り
。

⑤
袁
総
統
は
梁
、
汪
に
總
長
の
辭
職
に
對
し
十
九
日
何
も
暫
く
其
職
に

止
ま
る
べ
き
を
命
ぜ
り
。

⑥
梁
司
法
總
長
は
總
統
の
留
任
命
令
に
拘
は
ら
ず
、
辭
意
堅
く
十
九
日

司
法
部
に
茶
話
會
を
開
き
告
別
の
辭
を
述
べ
廿
、
日
よ
り
出
廳
せ
ず
。

⑦
梁
、
汪
二
總
長
辭
職
は
二
十
日
許
可
さ
れ
、
司
法
總
長
は
章
宗
祥
代
理
、

教
育
總
長
は
嚴
修
に
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
た
り

上
記
の
五
つ
の
記
事
か
ら
、
梁
啓
超
・
汪
教
育
総
長
は
袁
世
凱
総
統
の
留

任
命
令
に
拘
ら
ず
、
熊
希
齢
総
理
と
進
退
を
共
に
し
て
十
八
日
に
袁
総
統
に
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辞
職
表
を
提
出
し
、
十
九
日
に
茶
話
会
を
開
い
て
告
別
の
辞
を
述
べ
、
二
十

日
に
許
可
を
得
た
と
い
う
辞
職
の
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
梁

啓
超
は
司
法
総
長
を
辞
任
す
る
と
同
時
に
、
袁
世
凱
総
統
か
ら
幣
制
局
總
裁

に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
十
か
月
後
、
梁
啓
超
は
幣
制
局
総
裁
の
職
を
辞
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
財
政
困
難
の
た
め
彼
の
予
定
の
計
画
が
実
行
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
朝
日
新
聞
』
に
関
連
す
る

記
事
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
か
ら
も
確

認
で
き
る
。）

（（
（

一
九
一
七
年
七
月
、梁
啓
超
は
段
祺
瑞
内
閣
の
財
務
総
長
に
就
任
し
た
。『
朝

日
新
聞
』
は
梁
啓
超
の
入
閣
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
記
事
で
当
時
の
事
情
を

詳
し
く
報
道
し
て
い
る
。
ま
ず
、
一
月
十
二
日
付
の
二
つ
の
記
事
を
見
て
み

た
い
。⑧

梁
氏
政
界
に
入
ら
ず

梁
啓
超
氏
は
十
日
黎
總
理
よ
り
午
餐
の
饗
應
を
受
け
、
其
席
上
に
て
梁

氏
は
飽
迄
政
局
に
立
た
ざ
る
を
宣
明
し
、
教
育
事
業
に
従
事
し
、
天
津

又
は
上
海
に
理
想
的
の
大
学
を
設
立
し
、
子
弟
を
養
成
す
る
の
急
務
を

述
べ
、
総
統
總
理
の
援
助
を
求
め
た
り
と
氏
は
十
七
日
天
津
に
赴
く
可

し
と
。

⑨
梁
啓
超
野
心
あ
り
　
▽
財
政
総
長
承
諾
説

北
京
來
電
に
依
れ
ば
、
梁
啓
超
氏
は
政
界
に
入
ら
ず
と
称
す
る
も
、
八

日
段
總
理
と
会
見
の
節
内
閣
改
造
の
協
議
を
為
し
、
梁
氏
自
ら
財
政
總

長
た
る
を
承
諾
し
、
許
世
英
内
務
、
蔡
元
培
教
育
、
王
大
燮
交
通
、
范

源
濂
農
商
と
決
定
し
陸
海
軍
、
國
務
總
理
は
其
儘
司
法
は
未
定
な
り
と

尚
何
等
決
定
を
見
ず
。

記
事
⑧
か
ら
、
梁
啓
超
は
政
界
に
進
出
せ
ず
、
教
育
事
業
や
弟
子
の
養
成

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
表
明
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
記
事
⑨
で
は
、

八
日
彼
は
段
祺
瑞
総
理
と
会
見
す
る
際
、
自
ら
財
政
総
長
に
就
任
す
る
と
承

諾
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
記
事
⑧
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
記
事
⑨
の
タ

イ
ト
ル
「
梁
啓
超
野
心
あ
り
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
こ
の
記
事
の
筆
者

は
梁
啓
超
の
言
行
が
前
後
不
一
致
で
あ
る
こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
実
は
、
そ
の
後
、
梁
啓
超
の
財
政
総
長
の
就
任
に
つ
い
て
、『
朝
日
新
聞
』

に
は
詳
し
い
報
道
が
行
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
七
月
九
日
付
の
「
段
内
閣
の

役
割
」
と
い
う
記
事
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

段
祺
瑞
氏
は
馮
副
総
統
に
対
し
至
急
政
府
を
組
織
す
べ
く
電
請
せ
る
に
、

馮
副
総
統
よ
り
段
氏
に
対
し
責
任
内
閣
組
織
方
を
返
電
し
來
れ
る
由
、

依
っ
て
段
氏
は
時
節
柄
臨
機
の
方
法
と
し
て
臨
時
政
府
を
作
り
国
務
院

辦
法
所
の
看
板
を
掲
く
る
に
至
り
た
る
が
、
其
役
割
の
外
間
に
傳
ふ
る

所
左
の
如
し
。

国
務
総
理
兼
陸
軍
部
　
段
祺
瑞
　
　
司
法
　
梁
啓
超
　
　
教
育
　
湯
化

龍
　
　
　
参
謀
総
長
　
張
敬
堯

交
通
　
葉
公
綽
　
　
財
政
　
李
思
浩
　
　
農
商
　
呂
調
元
　
　
海
軍
　

湯
薌
銘

　
　
外
交

　
陸
徴
祥

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
梁
啓
超
は
段
祺
瑞
が
新
た
に
組
織
し
た
内
閣
の
司

法
関
係
の
要
職
に
就
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
十
一
日
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付
の
記
事
「
段
内
閣
の
顔
觸
」
に
は
、
梁
啓
超
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
よ
う

に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

内
閣
顔
触
左
の
如
し

外
交
　
汪
大
燮
　
　
財
政
　
梁
啓
超
　
　
内
務
　
湯
化
龍
　
　
交
通
　

曹
汝
霖
　
　
教
育
　
范
源
濂

農
商
　
張
國
淦
　
　
陸
軍
　
段
祺
瑞
（
一
説
に
は
王
士
珍
）

司
法
海
軍
不
明
な
り
、
馮
國
璋
に
打
電
し
て
承
認
あ
り
次
第
発
表
さ
る

べ
し
。

こ
の
記
事
か
ら
、
前
回
の
記
事
と
異
な
っ
て
、
梁
啓
超
は
財
政
関
係
の
仕

事
に
就
任
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
十
六
日
付
の
記
事
「
段
閣
組
織

行
悩
　
梁
財
政
総
長
反
対
多
し
」
で
は
、
梁
啓
超
が
財
政
総
長
に
就
任
す
る

こ
と
に
対
し
て
は
、
強
い
反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

段
内
閣
の
国
務
員
の
顔
触
れ
は
別
項
の
如
く
内
定
せ
る
が
（
中
略
）
梁

啓
超
の
財
政
総
長
は
反
対
多
く
、
梁
氏
贔
屓
の
者
す
ら
軍
人
派
の
政
治

は
各
省
の
統
一
困
難
に
し
て
、
從
っ
て
財
政
も
容
易
の
事
に
あ
ら
ず
、

入
閣
し
て
失
敗
せ
ん
よ
り
寧
ろ
野
に
あ
り
て
大
局
を
補
翼
す
る
に
若
か

ず
と
し
、
又
梁
氏
は
財
政
に
於
て
政
見
な
く
、
段
總
理
兼
任
す
る
か
或

は
田
文
烈
を
任
用
す
べ
し
と
の
説
も
生
じ
、
是
に
依
っ
て
進
歩
黨
派
の

梁
啓
超
及
湯
化
龍
は
之
を
段
總
理
に
申
出
で
、
段
氏
は
尚
梁
氏
を
擧
げ

ん
と
し
、
昨
今
多
少
行
き
悩
み
の
姿
な
り
爲
に
、
未
だ
国
務
員
の
発
表

を
見
る
に
至
ら
ず
と
。

こ
の
記
事
か
ら
、
梁
啓
超
が
財
政
総
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
財

政
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
な
ど
の
た
め
に
梁
啓
超
は
就
任
す
る
よ
り

も
む
し
ろ
在
野
の
一
人
と
し
て
大
局
を
補
翼
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
指
摘

が
あ
り
、
加
え
て
、
梁
啓
超
は
財
政
の
面
で
は
、
政
見
も
な
い
と
考
え
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
七
月
十
七
日
の
記
事
に
よ
り
、
段
祺
瑞
の

招
聘
に
対
し
て
、
梁
啓
超
は
入
閣
を
辞
退
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、

十
八
日
の
記
事
は
な
ぜ
梁
啓
超
は
入
閣
の
承
諾
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由

を
報
道
し
て
い
る
。

梁
啓
超
が
未
だ
入
閣
を
肯
ざ
ざ
る
は
梁
氏
が
其
進
歩
黨
内
に
起
り
居
る

内
訌
の
爲
め
、
梁
氏
自
身
の
入
閣
希
望
を
阻
止
さ
れ
居
る
爲
に
し
て
、

党
内
に
は
目
下
混
合
内
閣
不
可
を
主
張
し
居
る
も
の
、
段
内
閣
外
に
立
っ

て
南
北
調
停
の
行
動
を
執
る
べ
く
主
張
す
る
者
段
内
閣
の
短
命
を
見
越

し
、
梁
氏
自
ら
總
理
た
る
の
時
機
到
来
迄
入
閣
す
可
ら
ず
と
主
張
す
る

者
等
あ
り
て
、
党
議
纏
ま
ら
ず
内
閣
成
立
遅
延
し
、
段
祺
瑞
は
今
尚
手

古
摺
り
居
れ
り
。

こ
の
記
事
か
ら
、
梁
啓
超
が
入
閣
の
承
諾
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
進
歩
党

内
で
は
彼
の
入
閣
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
内
訌
が
起
き
た
か

ら
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
梁
啓
超
が
な
か
な
か
就
任
の
承
諾

を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
段
祺
瑞
内
閣
成
立
の
遅
延
を
も
た
ら
し
た
こ

と
が
分
か
る
。

そ
の
後
、
十
九
日
付
の
記
事
「
梁
氏
入
閣
を
諾
す
」
と
い
う
記
事
は
梁
啓
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超
が
就
任
を
決
め
て
承
諾
し
た
経
緯
を
詳
細
に
報
道
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

そ
の
最
も
重
要
な
理
由
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

次
に
内
閣
組
織
は
十
六
日
夜
入
京
後
直
に
段
總
理
を
私
宅
に
訪
問
会
談

せ
る
結
果
、
元
々
入
閣
は
好
ま
し
か
ら
ず
と
再
三
事
態
せ
る
次
第
な
る

が
、
段
氏
の
懇
望
辭
み
難
く
唯
夫
れ
の
み
の
こ
と
に
内
閣
成
立
を
阻
止

し
べ
き
に
あ
ら
ず
と
信
じ
、
入
閣
を
承
諾
せ
り
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
梁
啓
超
が
最
後
的
に
入
閣
し
た
の
は
、
自
分
が
就

任
し
な
い
と
、
段
祺
瑞
内
閣
の
成
立
を
阻
止
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
こ
れ
で
、
梁
啓
超
が
財
政
総
長
に
就
任
し
た
経
緯
が
よ
う
や
く
明
ら
か

に
な
っ
た
。

（
三
）
梁
啓
超
の
言
論
に
関
す
る
記
事
か
ら
見
た
梁
啓
超
像

一
九
一
五
年
一
月
十
八
日
に
、
日
本
は
袁
世
凱
政
府
に
対
し
て
満
蒙
に
お

け
る
日
本
の
権
益
問
題
や
在
華
日
本
人
の
条
約
上
の
法
益
保
護
問
題
を
め
ぐ

る
二
十
一
カ
条
の
要
求
を
提
出
し
た
。
日
本
の
要
求
書
を
受
け
取
っ
た
袁
世

凱
は
即
答
せ
ず
、
在
野
の
梁
啓
超
を
召
し
て
そ
の
意
見
を
徴
し
た
。
そ
の
後
、

梁
啓
超
は
「
日
支
交
渉
を
論
ず
」
「
日
支
関
係
に
関
す
る
吾
意
見
」
「
中
国
の

地
位
同
様
と
外
交
当
局
の
責
任
」
「
再
び
外
交
当
局
に
警
告
す
」
と
題
す
る
文

章
を
ガ
ゼ
ッ
ト
に
掲
げ
て
日
中
両
国
の
関
係
や
時
局
な
ど
に
対
す
る
意
見
を

発
表
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
五
年
二
月
五
日
に
『
朝
日
新
聞
』
は
梁
啓
超

に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。）

（（
（

梁
啓
超
は
北
京
ガ
ゼ
ッ
ト
に
「
日
支
關
係
に
關
す
る
吾
意
見
」
と
題
す

る
論
文
を
掲
げ
、
日
本
に
對
し
支
那
を
以
て
第
二
の
朝
鮮
と
見
做
す
の

誤
り
な
る
事
を
述
べ
、
支
那
は
如
何
な
る
外
國
に
も
賴
る
事
な
く
、
支

那
は
支
那
人
に
屬
す
る
者
な
り
と
主
張
し
、
大
局
の
上
よ
り
は
勿
論
東

亞
の
平
和
維
持
の
爲
め
に
も
支
那
と
日
本
と
の
交
情
を
厚
く
す
る
は
最

も
必
要
な
り
と
論
ぜ
り
（
後
略
）

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
梁
啓
超
は
日
中
関
係
に
対
し
て
、
日
本
は
中
国
を

第
二
の
朝
鮮
と
見
做
す
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
、
中
国
は
中
国
人
に

属
し
て
い
る
た
め
、
他
国
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
、
東
ア
ジ
ア
の

平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
、
日
中
両
国
の
友
好
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
論
点
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
梁
啓
超
の
一
連

の
言
論
は
、
わ
ざ
と
事
実
を
ま
げ
て
発
言
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
、
タ

イ
ト
ル
で
「
誣
言
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
梁
啓
超
の
言
論
を
揶
揄
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
二
月
七
日
の
記
事
で
は
、
梁
啓
超
の
言
論
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。）

（（
（

梁
啓
超
氏
は
更
に
五
日
の
ガ
ゼ
ッ
ト
紙
上
に
日
支
交
渉
を
論
じ
て
曰
く
、

日
本
は
支
那
を
併
呑
せ
ん
と
し
、
其
名
な
き
に
苦
し
み
、
先
づ
今
回
の

要
求
を
爲
し
、
其
容
れ
ら
れ
ざ
る
に
及
ん
で
、
最
後
の
手
段
に
出
で
ん

と
す
る
か
、
或
は
樽
俎
の
間
に
欲
す
る
所
を
遂
げ
る
と
す
る
に
あ
る
か
、

若
し
目
的
前
者
に
あ
り
と
せ
ば
、
日
本
は
果
し
て
支
那
を
併
呑
し
得
ん

も
、
其
併
呑
が
日
本
に
利
益
な
る
や
は
考
慮
を
要
す
、
目
的
後
者
に
あ

り
と
せ
ば
、
先
づ
支
那
の
國
家
存
在
を
前
提
と
し
て
、
政
府
の
威
信
を

落
さ
ず
、
國
内
の
秩
序
を
維
持
せ
し
め
ん
こ
と
を
要
す
と
て
、
最
後
に
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天
下
の
事
常
に
意
想
の
外
に
出
づ
と
て
、
白
耳
義
の
獨
逸
に
對
戰
せ
る

例
を
引
き
支
那
亦
無
意
義
に
屈
す
る
者
に
あ
ら
ざ
る
の
意
を
仄
か
せ
り
。

こ
の
記
事
は
、
二
十
一
か
条
に
ま
つ
わ
る
当
時
の
日
中
両
国
の
交
渉
に
対

す
る
梁
啓
超
の
見
解
を
報
道
し
て
い
る
。
梁
啓
超
に
対
し
て
、
『
朝
日
新
聞
』

は
「
妄
言
」
と
い
う
言
葉
で
そ
の
言
論
を
批
判
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時

の
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
梁
啓
超
は
根
拠
も
な
く
出
ま
か
せ
の
言
葉

を
発
表
し
た
と
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
月
十
日
付
の
記
事
「
第

三
次
会
見
」
で
は
、
八
日
に
日
置
公
使
と
陸
宗
與
総
長
と
の
会
見
の
模
様
や

そ
の
成
果
が
報
じ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
梁
啓
超
や
当
時
の
中
国
の
新
聞

の
記
事
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

目
下
支
那
新
聞
は
切
り
に
強
硬
論
を
唱
へ
梁
啓
超
も
亦
北
京
ガ
ゼ
ッ
ト

に
於
て
日
本
に
領
土
侵
略
の
意
思
あ
る
も
の
の
如
く
讒
誣
を
試
み
つ
つ

あ
る
が
、
何
れ
も
皆
支
那
政
府
の
指
揮
を
受
け
帝
國
の
提
出
條
件
を
輕

減
せ
ん
と
す
る
か
、
又
は
交
渉
を
遷
延
せ
し
め
列
強
の
干
渉
を
待
た
ん

と
計
る
も
の
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
獨
逸
に
買
収
せ
ら
れ
帝
國
の
外
交
を
妨

害
せ
ん
と
試
む
る
も
の
に
し
て
、
其
手
段
幼
稚
に
し
て
陳
腐
な
る
笑
ふ

に
堪
へ
た
り
と
謂
ふ
べ
し
（
後
略
）

こ
の
記
事
で
は
、
二
十
一
か
条
に
対
し
て
梁
啓
超
の
日
本
は
中
国
の
領
土

を
侵
略
す
る
な
ど
と
い
っ
た
見
方
は
、
根
拠
の
な
い
こ
と
を
言
い
立
て
て
日

本
帝
国
を
誹
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
梁
啓
超
の
言
論
は
中
国

政
府
か
ら
の
指
揮
を
う
け
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
日
本
が
提
出
し
た

二
十
一
か
条
の
要
求
す
る
内
容
を
軽
減
し
、
日
中
両
国
の
交
渉
を
長
引
か
せ

て
列
強
か
ら
の
干
渉
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
最
後
に
、

梁
啓
超
や
中
国
の
新
聞
の
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
幼
稚
で
あ
り
、
陳
腐
で
あ

る
と
揶
揄
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
三
月
二
十
四
日
付
の
記
事
で
梁
啓
超
の
ガ
ゼ
ッ
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
中
国
の
地
位
動
揺
と
外
交
当
局
の
責
任
」
と
い
う
文
章
を
「
危
言
」

と
批
判
し
た
り
、
同
月
二
十
五
日
付
の
記
事
「
日
支
交
渉
問
題
」
で
梁
啓
超

の
「
再
び
外
交
当
局
に
警
告
す
」
と
い
う
社
論
を
「
妄
論
」
と
批
評
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
梁
啓
超
関
連
の
記
事
は
、
梁
啓
超
の
動

静
や
職
務
の
変
化
や
言
論
な
ど
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
、
詳
し
く
報
道
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
梁
啓
超
の
言
動
に
対
し
て
は
、
批
判
し
て
低

く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
が
、
そ
れ
は
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
、
梁
啓
超
は
政
権
担
当
者
と
し
て
実
績
が
特
に
見
る
も
の
は
な

い
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
当
時
の
政
権
担
当
者
と
し
て
の
梁
啓
超
が

中
国
の
国
益
を
最
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
国
益
を
最
大
限
に
実

現
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
日
本
政
府
や
日
本
政
府
の
代
弁
者
と
言
え
る
日

本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
立
場
と
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

五
、
文
化
活
動
期
の
記
事
か
ら
見
ら
れ
る
梁
啓
超
像

『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇
年
欧
米
遊
歴
を
終
っ
て
帰
国
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の
途
に
つ
き
、
三
月
五
日
、
上
海
に
到
着
し
た
。
帰
国
し
た
年
の
夏
、
梁
啓

超
は
国
家
の
問
題
と
個
人
の
事
業
に
関
し
て
旧
来
の
方
針
と
態
度
を
全
面
的

に
改
め
た
。
こ
れ
以
後
、
政
治
活
動
の
上
奏
を
ま
っ
た
く
放
棄
し
、
国
民
の

実
質
的
基
礎
を
育
成
す
る
教
育
事
業
に
全
力
で
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
年
に
着
手
し
た
事
業
に
は
、
中
国
公
学
の
引
き
継
ぎ
、
共
学
社
の
設
立
、

講
学
社
の
発
起
、
雑
誌
『
改
造
』
の
刷
新
、
中
比
貿
易
公
司
の
発
足
、
及
び

国
民
動
議
制
憲
会
議
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
後
、
南
開
大
学
な
ど
で
講
義
し
た

り
清
華
学
校
国
学
研
究
院
で
「
四
大
導
師
」
の
一
人
と
し
て
学
術
研
究
や
教

育
活
動
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
梁
啓
超
に
関
し
て
は
、
日
中
両
国
の
研
究
者
に
は
彼
の
教
育

活
動
や
著
述
活
動
に
は
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
狭
間
直
樹
氏
に
は
、

「
梁
啓
超
は
基
本
的
に
文
化
面
で
活
動
し
た
。
『
清
代
学
術
概
論
』
を
は
じ
め
、

学
術
的
な
著
作
の
多
く
を
こ
の
時
期
に
執
筆
し
、
清
華
研
究
院
の
教
授
に
も

な
っ
た
。
図
書
館
の
設
立
、
図
書
分
類
法
の
確
立
と
い
っ
た
文
化
的
活
動
も

多
彩
を
き
わ
め
る
。
と
は
い
え
、
政
治
向
き
の
発
言
は
圧
さ
え
き
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
基
本
的
に
自
由
主
義
的
な
立
場
か
ら
共
産
主
義
、
国
民
革
命
に

反
対
す
る
見
解
を
表
明
し
つ
づ
け
た
。
」
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
り
、）

（（
（

李
喜
所
氏

は
、
梁
啓
超
は
そ
の
最
晩
年
の
十
年
間
に
お
い
て
、
文
化
に
対
す
る
主
張
は

大
き
な
変
化
が
生
じ
、
彼
は
そ
れ
以
前
の
西
洋
文
化
を
導
入
し
て
勉
強
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
中
国
を
全
面
的
に
改
造
す
る
と
い
う
主
張
か
ら
、
西
洋
文
化

と
東
洋
文
化
を
融
合
し
、
東
西
文
化
の
間
に
第
三
種
の
文
明
を
作
り
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
問
題
を
解
決
す
る
と
い
っ
た
主
張
へ
変
化
し
た
と

い
う
見
方
を
持
し
て
い
る
。）

（（
（

以
上
か
ら
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の

時
期
の
梁
啓
超
に
対
し
て
、
主
に
彼
の
教
育
活
動
や
思
想
の
変
化
や
学
術
研

究
な
ど
が
中
心
に
し
て
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
の
学
者
と
し
て
の
一
面

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
の
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
で
は
、

梁
啓
超
は
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
の
か
。
以
下
具
体
的
な
記
事
を
取

り
上
げ
て
こ
の
時
期
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
梁
啓
超
像
を
確
認
し
て
み

よ
う
。）

（（
（

［
七
日
上
海
特
電
］
一
昨
日
歐
洲
よ
り
歸
國
せ
る
梁
啓
超
氏
は
語
り
て
曰

く
、
『
余
は
歸
國
す
る
や
日
本
と
の
山
東
問
題
直
接
交
渉
の
聲
を
聞
き
、

驚
異
に
堪
へ
ず
、
曩
に
對
獨
講
和
条
約
調
印
を
拒
絶
し
た
れ
ば
、
當
然

直
接
交
渉
に
賛
成
す
る
能
は
ず
、
余
は
巴
里
に
在
る
時
不
調
印
に
盡
力

し
、
且
條
件
附
調
印
説
に
も
反
對
せ
り
、
今
に
し
て
直
接
交
渉
を
為
せ
ば
、

前
後
矛
盾
し
自
ら
信
用
を
失
ひ
国
際
人
格
を
墜
と
し
、
今
後
他
國
に
對

し
正
義
の
要
求
を
爲
す
能
は
ざ
る
な
り
、
同
問
題
を
国
際
聯
盟
に
提
出

せ
ば
、
必
ず
英
佛
の
感
情
を
害
ふ
べ
し
と
云
ふ
者
あ
る
も
、
此
説
は
一

笑
に
も
値
ひ
せ
ず
、
講
和
會
議
と
聯
盟
と
は
全
然
別
物
な
り
、
講
和
会

議
は
各
國
を
代
表
し
、
聯
盟
は
国
際
の
一
共
同
機
関
な
り
、
講
和
會
議

は
小
議
會
聯
合
會
の
如
く
、
聯
盟
は
參
議
院
の
如
し
、
同
じ
く
小
議
會

よ
り
選
出
す
る
と
雖
も
、
性
質
同
じ
か
ら
ず
、
聯
盟
は
超
然
た
る
一
機

関
に
て
、
一
二
國
の
感
情
を
以
て
本
意
と
す
る
能
は
ず
、
且
之
れ
を
聯

盟
に
訴
ふ
る
と
講
和
会
議
を
脱
退
す
る
と
は
等
し
か
ら
ざ
る
也
、
故
に

英
佛
の
感
情
を
害
ふ
や
も
計
り
難
き
聯
盟
に
訴
へ
て
勝
利
を
得
る
や
否

や
知
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
此
問
題
を
以
て
全
世
界
の
注
意
を
喚
け
べ

ば
、
將
來
必
ず
好
影
響
あ
り
、
天
下
の
惡
事
は
必
ず
祕
密
と
伴
ふ
一
國
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の
政
治
は
全
國
人
に
公
開
し
、
一
國
の
外
交
は
全
世
界
に
公
開
せ
ば
、

諸
弊
漸
時
消
滅
す
べ
し
』
。

『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
を
確
認
す
る
と
、
『
読
売
新
聞
』
の
こ
の
記
事
は
梁

啓
超
は
欧
米
か
ら
上
海
到
着
の
際
、
某
氏
に
対
し
て
山
東
外
交
問
題
に
関
し

て
発
表
し
た
談
話
で
あ
る
。）

（（
（

こ
の
記
事
か
ら
、
梁
啓
超
は
山
東
問
題
に
つ
い

て
当
時
直
接
日
本
と
交
渉
す
る
事
を
求
め
る
世
論
の
声
に
驚
き
、
政
府
が
日

本
と
直
接
交
渉
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
の
国
際
人
格
を
失
い
、
国
家
利

益
に
損
害
を
与
え
る
た
め
強
く
反
対
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
実
は
、
『
読
売
新
聞
』
は
こ
の
記
事
以
外
に
、
五
本
の
記
事
を
掲
載
し

て
お
り
、
こ
の
時
期
の
梁
啓
超
関
連
記
事
数
（
総
記
事
数
は
十
三
本
で
あ
る
）

の
約
二
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。）

（（
（

ま
た
、
こ
の
時
期
の
梁
啓
超
は
現
実
の
方

面
（
と
り
わ
け
政
治
方
面
）
と
は
一
切
絶
縁
し
研
究
に
勤
し
も
う
と
す
る
一
方
、

中
国
の
政
治
問
題
や
外
交
問
題
に
も
関
心
を
寄
せ
て
、
国
家
利
益
や
国
家
の

将
来
を
一
生
懸
命
に
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
当
時
の
日

本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
梁
啓
超
及
び
彼
の
主
張
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
報
道

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
次
の
記
事
を
検
討
し
て
み
た
い
。）

（（
（

支
那
側
の
山
東
直
接
交
渉
に
対
す
る
態
度
は
最
近
ま
で
余
程
良
好
と
な

り
來
り
た
る
や
に
観
測
せ
ら
れ
た
る
が
、
其
形
勢
は
最
近
米
国
上
院
に

於
け
る
山
東
条
項
に
関
す
る
留
保
案
の
可
決
に
よ
り
、
著
し
く
悪
化
し

た
る
や
の
感
な
き
能
は
ず
、
加
ふ
る
に
近
く
巴
里
よ
り
帰
京
し
た
る
梁

啓
超
、
梁
士
詒
、
林
長
民
氏
等
の
一
派
が
此
機
会
を
捕
へ
、
最
近
熾
に

山
東
直
接
交
渉
反
対
の
気
勢
を
揚
げ
た
る
を
以
て
形
勢
は
漸
次
倍
々
悪

化
せ
ん
、
一
方
に
傾
け
る
如
し
、
勿
論
前
記
三
氏
の
如
き
は
所
謂
政
治

的
策
士
に
過
ぎ
ず
し
て
何
等
実
力
の
之
に
伴
は
ざ
る
も
の
と
云
ふ
も
、

敢
て
過
言
に
あ
ら
ず
、
然
り
乍
ら
彼
等
三
氏
は
現
下
熾
に
動
揺
し
つ
つ

あ
る
北
京
政
府
の
危
機
に
乗
じ
、
多
少
と
も
其
人
気
を
恢
復
せ
ん
と
策

し
つ
つ
あ
る
は
日
支
両
国
の
国
交
上
頗
る
遺
憾
な
り
と
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
、
米
国
の
条
約
批
准
は
ウ
イ
ル
ソ
ン
氏
態
度
の
爲
め
殆
ど
絶
望
と
な

れ
る
、
今
日
支
那
側
が
飽
く
ま
で
も
之
に
頼
ら
ん
と
す
る
は
誠
に
以
て

愚
の
骨
頂
と
も
云
ふ
べ
く
、
殊
に
福
州
事
件
の
交
渉
が
最
近
開
始
せ
ら

れ
ん
と
す
る
に
際
し
、
山
東
交
渉
の
形
勢
復
た
之
に
相
関
す
る
事
の
大

な
る
も
の
あ
り
と
思
は
ざ
る
可
か
ら
ず
、
而
も
北
京
に
於
け
る
安
福
派

と
靳
内
閣
の
暗
闘
、
南
方
に
於
け
る
雲
南
派
と
廣
東
派
の
繋
争
及
び
南

北
の
不
一
致
は
山
東
交
渉
に
対
す
る
多
大
な
る
障
碍
と
云
ふ
べ
し
、
日

本
政
府
と
し
て
は
支
那
に
於
け
る
朝
野
の
人
士
が
一
日
も
早
く
改
め
日

本
と
親
善
関
係
を
結
ば
ん
こ
と
一
日
早
け
れ
ば
一
日
の
利
益
あ
ら
ん
事

を
希
望
せ
ざ
る
を
得
ず
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
梁
啓
超
、
梁
士
詒
、
林
長
民
氏
等
の
一
派
が
中
国

の
国
益
を
守
る
た
め
に
山
東
問
題
に
対
し
て
直
接
交
渉
に
大
反
対
す
る
と
い

う
こ
と
を
、
こ
の
一
派
が
北
京
政
府
の
危
機
に
乗
じ
て
自
分
た
ち
の
人
気
を

回
復
し
よ
う
と
す
る
下
品
な
行
動
と
見
な
し
、
梁
啓
超
等
は
何
等
の
実
力
を

持
っ
て
い
な
い
策
士
に
過
ぎ
な
い
と
皮
肉
り
、
日
中
両
国
の
国
交
に
不
利
益

を
も
た
ら
す
と
強
く
批
判
す
る
と
い
う
記
者
の
見
方
が
読
み
と
れ
る
。
記
事

の
最
後
に
示
さ
れ
た
願
い
が
か
な
え
ら
れ
た
ら
、
元
々
日
本
の
山
東
省
に
お

け
る
既
存
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
も
の
の
、
中
国
に
と
っ
て
は
損
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害
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
当
時
『
読
売
新
聞
』
は
あ
る
程
度
政
府

の
御
用
新
聞
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
、
代
弁
者
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と

言
え
る
の
だ
ろ
う
。
『
朝
日
新
聞
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
梁
啓
超
の
山
東

問
題
に
対
す
る
意
見
を
報
道
し
て
い
る
記
事
は
九
本
あ
り
、
こ
の
時
期
の
梁

啓
超
関
連
記
事
数
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
記
事
の
な
か
で
は
梁

啓
超
の
山
東
問
題
に
関
す
る
談
話
や
文
章
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
と
の

直
接
交
渉
に
反
対
す
る
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
で

二
十
一
カ
条
の
廃
止
、
青
島
の
無
条
件
返
還
、
日
本
と
締
結
し
た
一
切
の
条

約
及
び
契
約
の
取
消
を
要
求
す
る
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
当
時
の
日
本
政
府

に
と
っ
て
不
利
益
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
「
巴
里
会
議
以
来
久
し
く
政
界
の
表

面
を
去
り
著
述
を
事
と
せ
る
梁
啓
超
氏
」
と
い
っ
た
表
現
で
梁
啓
超
の
こ
と

を
皮
肉
っ
て
い
る
記
事
も
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
記
事
で
は
、
対
支
文
化
事
業
を
報
道
す
る
際
に
、
度
々

梁
啓
超
に
言
及
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
朝
日
新
聞
』
も
『
読
売
新
聞
』
も
梁

啓
超
が
日
本
公
使
館
で
芳
澤
謙
吉
公
使
主
催
の
行
事
に
出
席
し
た
こ
と
を
報

じ
て
い
る
。

芳
澤
公
使
は
昨
夜
梁
啓
超
氏
以
下
文
化
事
業
に
関
係
あ
る
人
々
を
招
待

し
、
先
づ
芳
澤
公
使
か
ら
文
化
事
業
に
就
き
支
那
側
の
注
文
は
出
来
る

だ
け
容
れ
た
い
が
、
其
全
部
を
容
れ
る
事
は
困
難
だ
と
述
べ
、
梁
啓
超

氏
之
に
答
へ
、
此
事
業
に
是
非
支
那
古
来
の
哲
学
科
學
の
研
究
と
各
方

面
の
文
学
音
楽
に
関
す
る
も
の
を
集
め
た
い
と
の
希
望
を
述
べ
て
、
深

更
迄
主
客
歡
談
し
た
。）

（（
（

北
京
で
は
有
力
者
の
意
見
を
聽
取
す
る
爲
に
、
梁
啓
超
、
林
長
民
氏
等

三
十
名
ば
か
り
を
公
使
官
邸
に
招
待
し
て
、
彼
我
意
見
の
交
換
を
や
っ

た
が
、
梁
啓
超
氏
の
如
き
三
四
十
分
に
亙
る
演
説
を
試
み
、
十
一
時
半

に
な
っ
て
漸
く
散
会
し
た
や
う
な
盛
會
で
あ
っ
た
。）

（（
（

こ
の
二
つ
の
記
事
か
ら
、
当
時
梁
啓
超
は
北
京
で
の
有
力
者
と
見
な
さ
れ

芳
澤
謙
吉
公
使
の
招
待
を
受
け
日
本
公
使
館
で
行
っ
た
日
中
文
化
事
業
に
つ

い
て
の
活
動
に
参
加
し
、
演
説
を
通
じ
て
彼
な
り
の
意
見
を
発
表
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
『
梁
啓
超
全
集
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
二
三
年
八
月
四
日

の
「
在
日
使
館
之
演
説
」
と
い
う
文
章
が
こ
の
記
事
に
言
及
さ
れ
て
い
る
梁

啓
超
の
演
説
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
演
説
で
、
梁
啓
超
は
日
中
文
化
事
業
に

つ
い
て
、
「
思
想
部
」
「
文
献
部
」
「
自
然
科
学
部
」
と
い
う
三
つ
の
方
面
か
ら

進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
梁
啓
超
は
在
野
で
あ
っ

て
も
、
中
国
で
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

学
術
の
面
で
は
、
一
九
二
二
年
十
月
二
十
八
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
に
は
、

渡
辺
秀
方
に
よ
る
日
本
語
の
訳
本
『
清
代
学
術
概
論
』
の
書
評
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

本
書
は
支
那
の
文
芸
復
興
時
代
た
り
し
、
清
朝
二
百
年
間
の
学
術
思
想

の
変
遷
を
祥
叙
せ
る
、
梁
先
生
の
所
謂
従
前
二
千
餘
年
の
学
術
を
取
り

倒
捲
繅
演
せ
し
も
の
に
し
て
、
日
本
は
勿
論
支
那
に
も
此
好
著
あ
る
を

見
ず
と
云
ふ
、
欧
米
の
如
く
単
に
損
益
利
害
の
上
に
行
動
し
得
る
と
異

り
、
直
に
存
亡
死
活
の
上
に
立
脚
す
る
日
本
帝
国
の
所
謂
識
者
は
徒
ら

に
支
那
を
骨
重
視
し
て
、
屡
々
外
交
上
の
難
局
に
逢
着
し
、
幾
多
の
事

態
を
将
来
す
、
生
き
た
る
支
那
を
理
解
せ
ん
と
す
る
政
治
家
学
者
教
育
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家
は
勿
論
一
般
人
士
の
購
讀
を
要
す
。

こ
の
記
事
か
ら
梁
啓
超
の
『
清
代
学
術
概
論
』
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
以
外
に
、
梁
啓
超
の
学
術
研
究
や
学
術
論
著
を
報
道

す
る
記
事
は
一
本
も
な
い
。

こ
の
時
期
は
梁
啓
超
が
政
界
か
ら
遠
ざ
か
り
、
執
筆
活
動
や
教
育
研
究
に

尽
力
し
て
数
多
く
の
学
術
論
著
が
発
表
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、『
朝
日
新
聞
』

と
『
読
売
新
聞
』
は
彼
の
学
術
論
著
や
教
育
活
動
に
関
し
て
は
あ
ま
り
報
道

を
行
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
梁
啓
超
の
山
東
問
題
や
太
平
洋
会
議
や
彼
を
代

表
と
す
る
研
究
系
に
関
す
る
活
動
に
は
注
目
し
詳
し
く
報
道
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
時
期
の
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
の
関
連

す
る
記
事
か
ら
み
る
と
、
梁
啓
超
の
イ
メ
ー
ジ
は
学
者
と
い
う
よ
り
も
在
野

の
政
治
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
在
野
で
あ
っ

て
教
育
や
著
述
に
専
念
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
国
事
に
関
心
を

寄
せ
国
益
の
た
め
に
奔
走
す
る
梁
啓
超
の
活
動
は
、
当
時
の
日
本
の
国
益
に

損
害
を
与
え
る
た
め
、
自
派
の
勢
力
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
日
和
見
主
義

者
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
の
記
事
を
収
集
し
て
整
理
し
た
上
で
、

各
時
期
の
記
事
に
検
討
を
加
え
、
各
時
期
に
お
け
る
記
事
の
中
に
報
じ
ら
れ

て
い
る
梁
啓
超
の
社
会
的
地
位
の
変
化
や
主
な
活
動
な
ど
の
問
題
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
梁
啓
超
に
関
し
て
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ

う
に
報
道
し
て
い
た
の
か
、
如
何
な
る
梁
啓
超
像
を
作
り
上
げ
た
の
か
な
ど

を
明
ら
か
に
し
た
。

戊
戌
政
変
以
前
の
梁
啓
超
に
つ
い
て
は
、
『
朝
日
新
聞
』
に
は
記
事
が
五
本

あ
る
一
方
、
『
読
売
新
聞
』
に
は
記
事
は
一
本
も
見
ら
れ
な
い
。
『
朝
日
新
聞
』

の
報
道
記
事
で
は
、
梁
啓
超
を
主
に
扱
っ
た
記
事
は
一
本
も
な
く
、
ほ
か
の

記
事
の
中
で
少
し
梁
啓
超
の
こ
と
に
言
及
す
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
記
事
か
ら
、
康
有
為
の
弟
子
に
過
ぎ
な
い
梁
啓
超
は
戊
戌
変
法
以
前

に
革
新
を
唱
道
す
る
た
め
に
『
強
学
報
』
を
創
刊
し
た
り
、
『
時
務
報
』
の
主

筆
を
担
当
し
た
り
し
た
が
、
戊
戌
政
変
の
時
期
に
は
、
そ
の
師
で
あ
る
康
有

為
や
の
ち
の
「
戊
戌
六
君
子
」
が
皇
帝
か
ら
高
官
に
さ
ず
け
ら
れ
た
の
と
異

な
り
新
設
の
訳
書
局
の
事
務
を
担
当
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
、

こ
の
時
期
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
か
ら
見
る
と
、
戊
戌
政
変
以
前
の
梁
啓

超
は
著
名
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
た
人
物
で
は
な
い

こ
と
が
分
か
る
。

戊
戌
政
変
か
ら
一
九
一
二
年
梁
啓
超
が
帰
国
す
る
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、

『
時
事
新
聞
』
な
ど
が
梁
啓
超
の
亡
命
経
緯
を
詳
細
に
報
道
し
た
こ
と
と
は
異

な
っ
て
、
当
時
進
歩
党
系
の
新
聞
紙
に
属
し
て
い
る
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読

売
新
聞
』
は
一
貫
し
て
口
を
閉
じ
て
関
連
す
る
記
事
が
極
め
て
少
な
い
。
そ

し
て
、
そ
の
来
日
後
の
動
静
や
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ

ア
、
特
に
『
朝
日
新
聞
』
が
非
常
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

『
読
売
新
聞
』
は
日
本
滞
在
期
の
著
作
活
動
を
比
較
的
詳
し
く
報
道
し
て
お
り
、

彼
の
文
学
の
方
面
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
高
く
評
価
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時

期
の
記
事
で
は
梁
啓
超
に
言
及
す
る
際
、
彼
に
対
す
る
呼
称
は
、
支
那
改
革

党
の
領
袖
（
改
革
派
）
か
ら
清
国
亡
命
客
（
或
い
は
志
士
）
、
保
皇
党
党
員
へ
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と
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
梁
啓
超
の
急
進

的
な
改
革
策
を
批
判
す
る
一
方
、
彼
の
優
れ
た
才
能
や
人
格
を
評
価
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。

日
本
か
ら
帰
国
し
て
か
ら
一
九
二
〇
年
三
月
に
欧
米
遊
歴
か
ら
帰
国
す
る

ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
に
お
け
る
梁
啓
超

関
連
記
事
は
他
の
時
期
と
比
較
す
る
と
、
最
も
多
く
、
特
に
一
九
一
七
年
に

は
関
連
す
る
記
事
数
は
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
時
期
の
梁
啓
超
は
日
本
の
新

聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
評
価
は
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
梁
啓
超
が
政
治
家

と
し
て
の
実
績
が
優
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
梁
啓
超
の
言
論
や

政
治
活
動
が
当
時
中
国
の
国
益
を
守
っ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
に
と
っ

て
不
利
益
に
な
っ
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
二
〇
年
三
月
に
欧
米
遊
歴
か
ら
帰
国
し
て
以
来
、
梁
啓
超
は
著
述
や

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
の
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
梁
啓
超

の
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
報
道
し
て
い
な
い
。
他
方
、
彼
の
山
東
問

題
に
対
す
る
意
見
や
時
局
に
対
す
る
見
方
に
対
す
る
報
道
は
よ
く
見
ら
れ
も

の
の
、
彼
に
対
す
る
評
価
は
低
い
。
そ
の
後
、
梁
啓
超
が
逝
去
し
て
か
ら
第

二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
ま
で
、
『
朝
日
新
聞
』
に
は
梁
啓
超
に
言
及
す
る
記

事
は
二
本
し
か
な
い
が
、
『
読
売
新
聞
』
に
至
っ
て
は
関
連
す
る
記
事
は
一
本

も
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
が
逝
去
し
た
後
は
、
日
中
両
国
の
国
益
と
時
勢
に
与

え
る
影
響
も
な
く
な
っ
て
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
か
ら
注
意
を
払

う
意
味
も
な
く
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
か
ら
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
梁
啓
超
に
対
し
て
、
彼
の
亡
命
以

前
と
亡
命
期
の
動
静
や
彼
が
導
い
た
戊
戌
変
法
に
関
し
て
は
報
道
を
行
い
、

彼
の
人
格
と
才
能
を
評
価
し
て
い
る
も
の
の
、
改
革
策
や
後
の
新
聞
活
動
は

あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
彼
が
帰
国
し
て
か
ら
、
特
に
民

国
従
政
期
に
お
い
て
政
権
担
当
者
と
し
て
当
時
日
中
両
国
の
間
の
重
要
な
政

治
事
件
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て

大
量
の
報
道
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
政
治
立
場
の
関
係
で
彼
の
活
動
は
あ
ま

り
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。）

（（
（

他
方
で
は
、
『
朝
日
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
と
い

う
よ
う
な
主
要
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
梁
啓
超
に
対
す
る
評
価
は
、
そ
の
時
代
の

日
本
国
民
の
梁
啓
超
に
対
す
る
一
般
的
な
見
方
を
代
表
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

注

（
１
） 

王
暁
秋
「
戊
戌
維
新
与
日
本
的
関
係
」
（
『
近
代
中
日
関
係
史
研
究
』
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
２
） 

志
村
寿
子
「
戊
戌
変
法
と
日
本
―
日
清
戦
争
後
の
新
聞
を
中
心
と
し
て
」

（
『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
巻
六
、
一
九
六
六
年
、
七
七
〜
一
一
四

頁
）
、
斎
藤
泰
治
「
大
隈
重
信
と
東
京
で
の
康
有
為
」
（
『
教
養
諸
学
研
究
』

巻
一
二
六
、
二
〇
〇
九
年
、
四
七
―
七
八
頁
）
を
参
照
。

（
３
） 

西
田
長
寿
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
』
、
至
文
堂
、
一
九
六
一
年
を
参
照
。

（
４
） 

読
売
新
聞
社
社
史
編
纂
室
編
『
読
売
新
聞
八
十
年
史
』
、
読
売
新
聞
社
、

一
九
五
五
年
を
参
照
。

（
５
） 
小
野
秀
雄
『
日
本
新
聞
発
達
史
』
、
大
阪
每
日
新
聞
社
、
一
九
二
二
年
を

参
照
。

（
６
） 

丁
文
江
・
趙
豊
田
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
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一
九
八
三
年
）
、
一
六
二
頁
を
参
照
。

（
７
） 
陳
立
新
『
梁
啓
超
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
（
芙
蓉
書
房
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）
、
九
八
〜
一
○
八
頁
を
参
照
。

（
８
） 

筆
者
の
現
時
点
で
の
調
査
の
結
果
の
限
り
で
は
、
梁
啓
超
に
つ
い
て
、

日
本
明
治
期
に
お
い
て
は
報
道
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
新
聞
は
主
に
以

下
の
よ
う
に
な
る
。
『
朝
日
新
聞
』
、
『
読
売
新
聞
』
、
『
毎
日
新
聞
』
、
『
時

事
新
聞
』
、
『
日
本
』
、
『
都
新
聞
』
、
『
万
朝
報
』
、
『
中
央
新
聞
』
、
『
報
知

新
聞
』
、
『
国
民
新
聞
』
、
『
中
外
商
業
新
聞
』
な
ど
で
あ
る
。

（
９
） 

狭
間
直
樹
編
『
共
同
研
究
　
梁
啓
超
　
西
洋
近
代
思
想
受
容
と
明
治
日

本
』
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
九
年
、
四
頁
を
参
照
。

（
（（
） 

本
章
で
取
り
上
げ
た
梁
啓
超
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
広
島
大

学
図
書
館
の
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
（
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）
」

と
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル:

朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
き
く
ぞ

う
）
」
と
い
う
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
検
索
し
た
上
で
集
め
た

も
の
に
よ
る
。

（
（（
） 

徳
富
蘇
峰
「
梁
啓
超
君
の
清
代
学
術
概
論
」
（
『
野
史
亭
独
語
』
、
民
友
社
、

一
九
二
六
年
、
一
六
八
〜
一
八
四
頁
）
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
四
月
十
四
日
付
の
記
事
「
い
ろ
は
を
以
て

支
那
の
普
通
文
字
と
せ
ん
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
七
月
十
日
付
の
記
事
「
清
廷
の
人
材
獎
勵
」

を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
七
月
二
十
六
日
付
の
記
事
「
支
那
の
人
材

登
用
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
八
月
二
十
九
日
付
の
記
事
「
星
使
黄
遵
憲
」

を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
九
月
十
九
日
付
の
記
事
「
鄒
凌
翰
氏
」
を

参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
九
月
二
十
五
日
付
の
記
事
「
清
国
の
大
政

変
　
益
日
英
同
盟
の
利
を
思
う
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
九
月
二
十
八
日
付
の
記
事
「
黄
塵
録
」
を

参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
九
月
三
十
日
付
の
記
事
「
伊
藤
候
北
京
出

發
と
清
帝
御
近
況
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
十
月
十
日
付
の
記
事
「
北
京
の
一
代
政
變
」

を
参
照
。

（
（（
） 

前
掲
注
（
３
）
書
、
「
明
治
三
〇
年
代
の
主
要
新
聞
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
十
月
四
日
付
の
記
事
「
清
國
政
變
と
東
亞
會
」
と
『
読

売
新
聞
』
の
十
月
三
日
の
記
事
「
清
国
政
変
と
東
亞
會
の
建
言
東
亜
會

が
清
国
政
変
で
捕
縛
さ
れ
た
会
員
救
護
を
議
決
　
大
隈
首
相
に
建
言
」

を
参
照
す
る
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
十
月
十
五
日
付
の
記
事
「
政
變
彙
報
（
承
前
）
　
梁
啓
超
」

を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
十
月
二
十
五
日
付
の
記
事
「
清
國
改
革
派

人
物
評

　
某
外
交
家
は
左
の
如
き
評
を
試
み
た
り
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
八
年
十
月
二
十
五
日
付
の
記
事
「
亡
命
者
に
對

す
る
方
針
」
を
参
照
。
ま
た
、
一
八
九
九
年
一
月
九
日
付
の
記
事
「
上
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海
近
信
　
放
浪
生
」
は
梁
啓
超
・
康
有
為
一
派
の
改
革
の
意
義
を
肯
定
し
、

革
新
の
順
序
を
高
く
評
価
し
た
も
の
の
、
革
新
方
法
が
不
明
量
で
秩
序

が
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
梁
啓
超
が
新
聞
や
雑
誌
で
掲
載
し
た
文
章
に

現
わ
れ
た
無
責
任
さ
や
、
無
鉄
砲
さ
を
戒
め
た
。
そ
の
ほ
か
、『
読
売
新
聞
』

の
一
九
〇
八
年
十
一
月
十
四
日
付
の
記
事
で
は
、
「
過
激
改
進
論
者
」
や

「
急
進
改
革
黨
」
な
ど
い
っ
た
表
現
で
康
有
為
・
梁
啓
超
一
派
の
こ
と
を

報
道
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の

康
有
為
・
梁
啓
超
一
派
に
対
す
る
評
価
が
窺
え
る
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
九
年
一
月
九
日
付
の
記
事
、
同
年
十
二
月

二
十
一
日
付
の
記
事
、
一
九
〇
〇
年
二
月
六
日
付
の
記
事
、
一
九
〇
一

年
六
月
六
日
付
の
記
事
、
一
九
〇
二
年
四
月
三
日
付
の
記
事
、
同
年
五

月
八
日
の
記
事
、
一
九
〇
三
年
五
月
二
十
三
日
の
記
事
、
一
九
一
一
年

七
月
十
五
日
付
の
記
事
、
『
読
売
新
聞
』
の
一
八
九
九
年
六
月
二
十
七
日

付
と
七
月
十
七
日
付
の
記
事
で
は
、
梁
啓
超
に
言
及
す
る
際
、
よ
く
似

て
い
る
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
〇
〇
年
二
月
七
日
付
の
記
事
「
保
皇
會
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
二
九
年
一
月
二
十
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
氏
　
逝

く
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
八
九
九
年
一
月
三
日
付
の
記
事
「
清
議
報
（
一
號
）
」

を
参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
八
九
九
年
一
月
六
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
主
筆

　
清

議
報
（
雑
誌
）
横
浜
に
て
発
行
」
を
参
照
。
そ
の
ほ
か
、
一
月
十
三
日

付
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
『
清
議
報
』
の
広
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
九
〇
六
年
七
月
二
十
三
日
付
の
記
事
「
清
国
成
文
法

の
淵
源
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
九
〇
二
年
三
月
二
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
の
『
李
鴻

章
』
を
読
む
」
を
参
照
。

（
（（
） 

例
え
ば
、
中
国
に
お
い
て
は
、
繆
鳳
林
は
「
悼
梁
卓
如
先
生
（
１
８
７
３

〜
１
９
２
９
）
」
（
夏
暁
虹
編
『
追
憶
梁
啓
超
』
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三

聯
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
九
八
〜
一
○
二
頁
）
と
い
う
文
章
で
こ
の
時

期
の
梁
啓
超
に
対
し
て
、「
梁
氏
一
生
活
動
亦
可
分
為
此
四
期
：
（
中
略
）

壬
子
返
国
而
従
事
於
政
治
（
中
略
）
第
三
期
之
従
政
最
失
敗
（
中
略
）

一
代
天
才
、
政
治
上
遂
無
若
何
成
就
。
」
と
評
し
て
お
り
、
素
痴
は
「
近

代
中
国
学
術
史
上
之
梁
任
公
先
生
」
（
同
書
八
八
頁
）
と
い
う
文
章
で
こ

の
時
期
は
梁
啓
超
に
と
っ
て
「
実
為
先
生
一
生
最
不
幸
之
時
期
」
と
評

し
て
お
り
、
恵
隠
は
「
梁
啓
超
任
北
洋
財
政
総
長
時
二
三
事
」
（
同
書
、

二
一
二
〜
二
一
四
頁
）
と
い
う
文
章
で
段
祺
瑞
内
閣
の
財
政
総
長
を
担

当
し
て
い
る
時
期
の
梁
啓
超
に
「
不
料
到
任
多
時
、
一
籌
莫
展
。
（
中
略
）

登
台
以
来
、
毫
無
成
績
可
言
。
（
中
略
）
任
公
当
財
長
、
任
内
未
能
興
一
利
、

革
一
弊
。
」
と
批
判
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
狭
間
直
樹
氏
は
前

掲
注
（
９
）
書
の
「
序
文
」
で
「
溢
れ
る
ば
か
り
の
自
負
と
は
裏
腹
に
、

政
権
担
当
者
と
し
て
の
実
績
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
」
と
評
し
て
い

る
。

（
（（
） 
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
五
〇
頁
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
一
二
年
十
月
三
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
帰
國
」
と

十
月
九
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
入
津
」
を
参
照
。
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（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
一
三
年
九
月
三
日
付
の
記
事
「
新
内
閣
顔
触
」
を

参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
九
一
三
年
十
一
月
一
日
付
の
記
事
「
梁
辭
表
呈
出
」

に
「
梁
司
法
総
長
は
袁
世
凱
氏
の
専
制
に
不
平
を
抱
き
単
独
に
辞
表
を

提
出
せ
り
、
但
し
当
分
許
可
無
か
ら
ん
」
と
あ
る
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
一
四
年
二
月
十
二
日
付
の
記
事
「
熊
総
理
解
任
発

表
」
、
十
四
日
付
の
記
事
「
袁
總
統
の
脅
迫
的
引
留
」
、
二
月
二
十
一
日

付
の
「
梁
汪
辞
職
引
留
（
同
上
）
」
、
「
梁
啓
超
留
ら
ず
」
、
「
梁
汪
二
総
長

後
任
」
を
参
照
。
ま
た
、
『
読
売
新
聞
』
の
一
九
一
四
年
二
月
二
十
二
日

付
の
記
事
「
兩
總
長
任
免
」
も
梁
啓
超
が
司
法
総
長
を
辞
任
し
た
こ
と

を
報
道
し
て
い
る
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
辭

職
許
可
」
と
、
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
九
七
〜
六
九
九
頁
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
一
五
年
二
月
五
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
の
誣
言
」

を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
一
五
年
二
月
五
日
付
の
記
事
「
日
支
交
渉
問
題
」

を
参
照
。

（
（（
） 

前
掲
注
（
９
）
書
、
五
頁
を
参
照
。

（
（（
） 

李
喜
所
「
『
重
新
解
読
梁
啓
超
』
筆
談
（
上
）
」
（
『
文
史
哲
』
第
三
期
、

二
○
○
四
年
）
を
参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
九
二
〇
年
三
月
九
日
付
の
記
事
「
梁
啓
超
氏
の
山
東

觀
」
を
参
照
。

（
（（
） 

前
掲
注
（
６
）
書
、
八
九
八
〜
八
九
九
頁
を
参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
九
二
〇
年
三
月
十
六
日
付
の
記
事
「
山
東
問
題
悪
化

か
　
裏
面
に
潜
む
三
策
士
」
、
二
十
三
日
付
の
記
事
「
対
独
通
商
開
始
か

　
非
公
式
に
許
可
せ
ん
▽
直
接
交
渉
不
賛
成
」
、
二
十
七
日
付
の
記
事
「
交

渉
延
び
ん
　
山
東
問
題
形
勢
」
、
一
九
二
一
年
九
月
十
五
日
付
の
記
事
「
梁

啓
超
直
接
交
渉
に
反
対
　
顔
総
長
へ
長
文
の
意
見
書
」
、
二
十
一
日
付
の

記
事
「
梁
啓
超
氏
の
山
東
還
附
事
件
観
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
九
二
〇
三
月
十
六
日
付
の
記
事
「
山
東
問
題
悪
化
か

　
裏
面
に
潜
む
三
策
士
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
読
売
新
聞
』
の
一
九
二
三
年
八
月
七
日
付
の
記
事
「
対
支
文
化
事
業
芳

沢
公
使
支
那
側
有
力
者
招
宴
」
を
参
照
。

（
（（
） 『
朝
日
新
聞
』
の
一
九
二
三
年
九
月
二
日
付
の
記
事
「
対
支
文
化
事
業
大

体
の
見
当
　
岡
部
長
景
氏
談
」
を
参
照
。

（
（（
） 

梁
啓
超
は
彼
自
身
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
政
治
活
動
や
研
究
活
動

の
動
機
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
楚
中
元
問

他
、
『
梁
先
生
過
去
保
皇
、
後
来
又
擁
護
共
和
、
前
頭
擁
袁
、
以
後
又
反

対
他
。
一
般
人
都
以
為
先
生
前
後
矛
盾
、
同
学
生
們
也
有
懐
疑
、
不
知

先
生
対
此
有
何
解
釈
。
』
他
聴
了
楚
中
元
的
話
以
後
、
沈
吟
了
一
会
児
、

然
後
以
帯
笑
的
口
吻
説
、
『
這
些
話
不
僅
別
人
批
評
我
、
我
也
批
評
我
自

己
。
我
自
己
常
説
、
不
惜
以
今
日
之
我
去
反
対
昔
日
之
我
、
政
治
上
如
此
、

学
問
上
也
是
如
此
。
但
我
是
有
中
心
思
想
和
一
貫
主
張
的
、
決
不
是
望

風
転
舵
、
隨
風
而
靡
的
投
機
者
。
（
中
略
）
我
為
什
么
和
南
海
先
生
分
開
？

為
什
么
与
孫
中
山
合
作
又
対
立
？
為
什
么
擁
袁
又
反
袁
？
這
決
不
是
什

么
意
気
之
争
、
或
争
権
奪
利
的
問
題
、
而
是
我
的
中
心
思
想
和
一
貫
主
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張
決
定
的
。
我
的
中
心
思
想
是
什
么
呢
？
就
是
愛
国
。
我
的
一
貫
主
張

是
什
么
呢
？
就
是
救
国
。
我
一
生
的
政
治
活
動
、
其
出
発
点
与
帰
宿
点
、

都
是
要
貫
徹
我
愛
国
救
国
的
思
想
与
主
張
、
没
有
什
么
個
人
打
算
。
（
中

略
）
総
之
、
知
我
罪
我
、
譲
天
下
後
世
批
評
、
我
梁
啓
超
就
是
這
様
一

個
人
而
已
。
』
」
と
あ
る
。
前
掲
注
（
（（
）
夏
暁
虹
編
書
、
李
任
夫
「
回

憶
梁
啓
超
先
生
」
、
三
四
三
〜
三
四
七
頁
を
参
照
。

（
張 

淑
君
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）
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The Portrayal of Liang Qichao in Newspapers Until the Postwar Period: 
An Analysis Focusing on The Asahi Shimbun and The Yomiuri Shimbun

Shujun ZHANG 
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During his 14-year exile in Japan, Liang Qichao gained prominence through a series 

of journalistic activities, including the establishment of publications and the publication of 

articles in Japanese magazines, which attracted not only the interest of Japanese intellectuals, 

but also the attention of the newspaper press. This paper, based on the collection and collation 

of relevant reports on Liang Qichao from the Asahi Shimbun and the Yomiuri Shimbun 

spanning from the Meiji era to the end of World War II and taking into account Liang 

Qichao’s life experience, examines the content of these reports according to different time 

periods. The findings indicate that Japanese media held a favorable view of Liang Qichao’s 

personality and talent during both his pre-exile and exile periods. However, their evaluation 

of his reform efforts and subsequent newspaper activities was less favorable. Despite 

extensive coverage of Liang Qichao’s activities upon his return to China, the Japanese 

media’s evaluation remained relatively low, likely influenced by his political stance.On the 

other hand, the assessments of Liang Qichao by major Japanese newspapers, particularly the 

Asahi Shimbun and the Yomiuri Shimbun are reflective of the general public’s perception of 

Liang Qichao in Japan during that time.


